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江戸っ子にとって心のふるさとのように親しまれてきた隅田川も最近のよごれかたは全く

ひどく，黒くよどんだ川面にはメタンガスと硫化水素の泡が立ち，嫌なにおいが鳧をつく状態

である｡また江戸っ子の上水道の供給源として，うぷ湯にまで使ったと自慢された多摩川も立

川市より下流は清流の名に値しないまで忙汚1iiiされている。その他の都内各河川も例外であり

えず汚櫛限界をはるかに上廻ｈ，魚類の棲息しているのは江戸)||全川，中川上流，荒川放水路

上流，多膳川防潮堰堤上流に|腹られている状態にある。その汚濁原因は，

（１）工場廃液の放流

（２）未処理下水，し尿の放流

（３）ゴミの投入等が挙げられる。

産業廃７kによる河lllの汚1iiiは産業の発展をしめす－つの指標であって，－面からみれば喜ぶ

べきことであるかも知れないが，これ以上，川をよごさないよう企業者の道徳観念と＿般市民

の耐公徳心，，に訴えるより仕方ない現状にある。

当場では昭和５５隼度より全都内各河Ⅱ|について調査を実施し，河)||汚衝の末期的症状をあ

きらかにしたので，ここにその詳細を報告する。

昭和５８年２月

Ｉ
Ｉ

東京都水産試験場長

鈴木 順
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1．緒言

近時，東京都における工業の急速な発展と，人口の集中傾向が激しく，その結果必然的に

工場廃７k，都市下水，し尿梢（浄）化槽排7kによる7k質汚濁が進んできていろ。２５区内を

流れる中小河川(,土魚類の橇,息を見ないまでに汚濁され，それらの汚濁水の流入する太)１１の江

戸１１|，中)||，荒)||，隅田Ⅱ|，多摩)||の汚染原因をつくっている。現在漁場価値のあるものは

江戸)||全)I|，中)||上流，荒)I|上流（新荒)Ⅱ大橋上流），多摩Ⅱ'（丸子防潮堰上流）に限られ

ていろ。しかし良質の7kを誇りとした多嶬)||もその中流部に団地の造成，工業地としての発

展に伴い，最近急激に汚染されてきており，漁場としての価値を喪失しつつある。

当場では水産業との関連から7k質問題を研究してきたが，５５年末７k質保全法の成立とと

もにその調査範囲を全都内諾河)11に拡げ，水産行政の指針とすると共に，水質保全に関連

する諸問題解決の資料とするため，５５年度より年４回調査を実施している。

ｎ
通

’
１

２調査方法

都内各河)||の大部分|工，感潮河Ｉｌｌで上げ潮時には河111水は上流にたまり，さらに｣綱しあげ

られて，表面水Mii上するため，河口域では海水の稀釈による影響をいちじるしく受けるの

で，なるべく干満の差が少ない日を選び，下げ潮時に深水するようにした。採水位置は流心

部表層とした。

5．調査項目

Ⅲ水温

２．ＰＨ

ａ溶存酸素

４．沃素ｲ肖費量

５．塩素量
６．ＯＯＤ

ＺＮＨ４－Ｎ

ａ浮遊物

Ｑｓｏ４〃

単位℃現場観測時の水温を採った。

比色（管）法により測定した。

ウインクラー法により測定した。

下水試|験法により測定した｡

モールの銀滴定法により測定した。

（化学的酸素要求量）
富山法変法により測定した｡

ネスラー比色法により測定した。

ガラスフィルターを使用して測定した。

臼ＤＴＡ法により測定した。
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4．調査土也点

図１に示されている次の地点を調査定点とした。

ａ多｜鑿川２５点浅)'’２点，南浅)'’２/方，谷地１１１１点，’１１k)'１５点，jilil｣｣)'’１点

平井)'’１点大丹波)'’１点，日/京)Ⅱ１点

b江戸川35年7点５６年6点

○中）'’５５年４点，綾瀬)'’２点ろ６年中)'’４点綾獺川？点

一二一（．。ＯⅡ０

－
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⑩

５５年１６点，３６年１４点

５５年２０点”新河津)'’１点，５６年隅田)'’２１点新河崖Ⅱ’１点

55年9点56年8点

５５年１４点，５６年１５点

55年6点,古)112点,立会川1点,その他1点

３６年目黒)||と支流６点，古Ⅱ’２点，立会)'’２点その他１点

３５年５点，内ﾉ'’１点，矢沢｣'’１点字奈根)Ⅱ１点

５６年５点，内)'’１点矢沢)'１１点，宇奈根)Ⅱ１点

荒)Ⅱ放水路

隅田）Ⅱ

石神丼)Ⅱと
支流

神田川と支流

目黒Ⅱ|と支流

．

ｅ
２
ｇ
ｈ

「口

１呑）Ⅱ ③

５河川の概況

ａ多摩川

秩父山塊に源を発し，奥多摩湖（小河内ダム）に一時滞流された後，奥多摩の溪流を合

して武蔵野を東流し，浅)'|，）秋)Ⅱ等の支流を合して東京湾にそそいでいる。

その間，羽村堰において上流部の水は，狭山湖（山口貯水池），多摩湖（村山貯水池）

に引かれ上水道用水として利用されている。又下流部においても丸子|坊劇堰堤上で取水さ

れ，上水道用水として使用されている。

中流部には日野，八王子，立Ⅱ'’昭島等の新興工業都市があり，又住宅団地としても発

展途上にある為，その廃水により年々汚濁されつつあるのが現状である。

丸子防潮堰堤下流部は，）''崎市の大工場の'落水と東京都の下水によって極度に汚濁され，

魚類の棲息を全然見られないまでに下水道化している。

ｂ江戸川

千葉県関宿で利根)''から分''皮しており，上流に野田市，流山町，松戸市，市)Ⅱ市および

東京都の市街地の家庭下71(が未処理のまま放流されているが，最も大きい汚濁源は本州製

紙江戸)''工場であり，これについでI土野田市，市)''市にある蕪'識酉又''ま混成i酉製造工場が

あげらﾅしる。河水ば主として上水道と水産の'河面に利用され，上，中流部の水質は比較的

清浄であるが，水産用水として重妥な河口部は相当汚濁されている。

５７年４月，全国に先がけて７|(質基準が定められた。

ｏ中)Ⅱ，綾瀬)|｜

埼玉県南部より流下し，下流は中)Ⅱ放水路となって，荒ﾉ''放水路にそって!；|ﾐ京湾にそそ

いでいる。途中より葛飾区，足立区，江戸)||区の工場廃７k及び家庭下7kの流71(で７|(質は悪

化している。綾瀬)''は埼玉県南部より相当7k質悪化の状態で流下しており，足立区の家庭

下７|(，工場'秦ﾌ(|(で更に汚染されて－部は絞獺７１<門で能｣'|放水路に流入し，荒)''放７k蹄のう【|〈

質汚濁の原岡の一つをなしている。

ｄ荒）Ⅱ

｡
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秩父山塊に源を発し，埼玉県を貫流して下流は淀川放水路と岩淵水門によって隅田川に

分流して，東京湾に流入している。

上げ潮の時は岩淵水門から新河岸111の汚濁水が逆流し，小潮時には新荒川大橋まで，大

潮時には戸田橋附近まで影響が認められる。下げ潮時にはそれが大部分荒川放水路を流下

する。叉隅田)||の汚水，ｉ日中)||の汚濁７|(が隅田７|(門，′｣、松)||闘門等を通じて流入し，荒川

放水路の水質をいち二るしく汚染している。

ｅｌ偶田川

荒)||より岩淵水門で分岐して希ｈ水門下流で新河岸川が流入している。新河岸川には城

北工業地帯の工業庵水と，下水路を通じて家庭下水が流水して垢、隅田川汚染の重大原因

をなしている。東京湾に流入する間，石神井川，神田)||の汚水を合流し又江東，墨田区内

の下水が大小の堀割を通じて流入している。

隅田川の下流部は潮通しがあｈ，中流部に比'陵してややきれいである。中流，上流部は

硫化水素等の有害ガスの発生も見られ，環境衛生上の問題が生じてきている。

２石神丼Ⅱ｜

田無町に源を発し都内北部の住宅地を貫流し，田柄川と合流して中小工業地帯の板橋区，

北区を貫流して隅田川に流入している。

ｇ神田川

井の頭公園に源を発し抄正寺川，桃園川，善福寺川，｜日神田上水を合して都内中心部を

東流して隅田川に入る。隅田川汚1鋤源の一つである。

、目剰Ⅱ

北沢川，烏山川，蛇崩)||を支流として合流し東京湾に流入している`’

1存川

世田谷|Ｚに源を発し，城南工業地）帯の|薙水を集めて流れている河川で，矢沢川，九品仏

川，六郷用水を合し>１斗田空港前面で海老収)||を通じて東京湾に流入している(，

「

３

⑨

②

6．調査結果

ｔ７１(温の分布について

水偏は３０℃～’０℃附近を上下している。特に石神丼池，丼の頭池，善福寺池等は水

潟変化が少ない為，気温の変動に支配されやすく５５，５６年度共同じ傾向を示している。

ＺＰＨの分布

ス０附近を上下しているが隅田１１|の新田橋は５０，志茂橋は４．８と極端な酸性を示して

１，､ろ。目雲jIlの太鼓橋，立会ｊｌＩ，入道鴬は６．２を示し，石｢神丼池，善福寺地，坤の頭池等

ぱ８０～8.4という値を示している。

綾瀬)||の中之喬は6.8～6.6の鋤甜を示している。

－５－
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5．溶存酸素の分布

汚濁限界は５ｐｐｍとされているが，これ以上酸素の溶存率の高い値を示す河川は，江

戸川，中)||上流，石神井池，善福寺地,丼の頭池で他の河)||は殆んどOに近い値を示してい

る。特に隅田川，荒川は無酸素状態である。

一般的に冬期が夏期に比べて溶存酸素量は大きい。尚，年変動は見られない。

4．塩素イオン量の分布

江戸111，荒川，中)||，隅田川，目黒)||，呑)||，多庭川等は感潮河)||でありその下流部は

潮汐の影響が大きく海水の混入に起因して塩素イオンの含量が変化する。

年変化は殆ど認められないが，神田川とその支流の乳，５６年摩は５５年度より高い値

を示している。

５沃素消費量の分布

５５生，年平均５０ｐｂｍ以上の高い値方示す河)||は隅田川，呑川，新河岸Ill等でこれに

比べて，５６年摩平均で５０ＰＰｍ以上を示す河川は隅田川の鼻となっている。

この様に大きな値を示す河)||は，常時硫化水素ガスが発生し環境衛生上問題になってい

る。５５，５６年摩を通じて一般に云える事は，夏期に年の最大値を示していることである。

特に目TlZつた値を示すものは，隅田川の言間橋８１７６ｐｐｍ（５５７），′｣、台橋８４．５２ｐｐ

】､（５５７），新河岸)||志茂ｲ喬９０７７ｐｐｍ（５５７），ITfii国橋９０５５ｐｐｍ（５６．６），呑)||潮見

｜喬２Ｍ１０ｐｐｍ（５５９），石神井川台橋１１５．５０ｐｐｍ（５６．１），南桜橋２５Ｚ５９ｐｐｍ

（３５１１），内川一之橋８５．９２ｐＰｍ（５５１０）である。

６．０．０．，の分布

全訓翻也点の中で小さな値を示すものは，石神丼池，善福寺池，沖の碩池，江戸)||上流

等の地|成でその他の河川は大きな値を示している。

極端に大きな値を示すものには，荒)||，隅田水門５０．７１ＰＰｍ（５５．６），５１．６０ｐｐｍ

（５６５），隅田)||，新田橋５５８０ｐｐｍ（５５５），駒形橋１５５．２０ｐｐｍ（３６．５），新河岸｣|’

６Ｚ７４ＰＰｍ（５６．５），７１４２ＰＰｍ（５ズ５），石神井川，台》僑５０２７８ｐｐｍ（５６．１），南

’醤橋１９１６５ｐｐｍ（３６．５），神田川，宮下橋５５．５９ｐｐｍ（５６．１），柳橋５０５９ｐｐｍ

（５Ｚ１），目黒川，大橋２２６２９ｐｐｍ（５６．１），東仲橋５５．６５ｐｐｍ（５Ｚ１），｜日呑川，

潮見橋７２００ｐｐｍ（５５．９），呑川水源２０９L１５ｐｐｍ（５６．４）がある。

上記地点は各河川の中流部である。上流部は値が小さく下流部に行くに従って値が大き

くなっているが，しかし，大部分は中流部に極大値を示している。これは下流部が海水に

よる稀釈があjるためであろう。３５，５６年度はほとんど変わらないが，’1禺田川が多少汚濁

されている;俵に思われる。

ズアンモニアの分布

５５牢麿に５ｐｐＴｎ以下の河111は江戸)||，中川，荒)||上流，宇奈桐)||，５６年度において

可

⑮

砂

（釣
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は江戸)||，中111，荒)||上流でこれらは汚染が比鮫的少ない河川に属する。

隅田)||，神田川，石神井川，目黒)||，立会川，呑川等４０ｐｐｍ以上を示し極度に汚染さ

れている。

8．ＢＯＤ５

５６年度よｈＢＯＤの分析を始めたため，５５年摩と比較出来ないが，１０ｐｐｍ以下の

河川は，江戸)||，中川上流，荒)11上流，石神井池，丼の卿也等である。又１００ｐｐｍ以上

の極度に汚染されている値を示す地点は神田川，｜ﾘ'1橋１９２９２ｐｐｍ（５６．７），江戸橋

２１２９２ｐｐｍ（５６．７）であって極大値を示す地点は下流部にはなくいずれも中流部であっ

て，００，の分布と同様の傾向を示している。

９硫酸イオンの分析

５６年度より分析を実施したため前年鹿との比絞は出来ないが図15に示す通り塩素イオ

ン量の分布と相似している。即ち，各河川の)||口が大きな値を示している。

この硫酸イオンの起源は海水の混入によるものでＳＯ４／○必比が海水の比（重量比

０１４０）に一致する事から容易にわかる。

各河川の地点をＰ１ｏｋ・ｕｐしてＳＯ４／c必比，年平均を検討して承ると次の通りであ

る。

河川宅地点名ＳＯ４／c必

江戸川iillli安稀(煮京側）０１７

/｢'１安傭(千蕊側）０１７

１，渠崎水門０４０

市Ⅱ｜ｉ喬１．９２

中川鱒西小機０１５

大興戸橋０２１

飯ｉ兼ｗ『１．１１

１ﾉＨ１’)そ僑綾鵬１１Ｉ０．４５

中之橋０１９

鰯西僑０１５

〆訴ＩｌＬＩツホ喬０９５

堀切僑０１６

江北僑０２０

新荒)Ⅱ大橋０．６９

隅田川永代｜喬０１７

両国橋０１４

Ｍ)(Ｉ形橋０１９

(、

｡

｡
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白鬚橋

小台橋

新田橋

志茂橋

緯田橋

橋ユニ、
に１

中之７僑

柳橋

新開橋

永福橋

稲荷橋

昭和橋

甫仲橋

大橋

大和橋

水試岸壁

堤方橋

潮見橋

水 源

矢川橋

く行
朽
妬
胡
Ⅲ
妬
卿
奴
朋
諏
凹
朋
刀
ｎ
羽
Ⅲ
出
乃
汐
叫
引
朋
刎
に

０
０
０
北
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
布

、
１

上

新河岸川

石神井川
句

｡

神田川

古川

目黒川

呑川

川

川

川

矢沢

字奈根

多摩
ごう

上記の結果を検討してJZLると，江戸111では篠崎水門，上流に行くに従ってｂａｌａｎｃｅ

がくづれている。中ﾉ|Iでは本奥戸橋よ')上流，綾）頓川では中之僑よｈ_上流，荒)||では江北

暦，隅田１１１では白鬚橋あた'１でｂａｌａｎｃｅがくづれている。これは上記各地点あたりま橋，'1風田川では白鬚橋あたｉ１でＤａＬａ]ﾕＣｅかくつれている。これは上記谷地点あたりま

でば海７kの影響があるい)と認められる。その他の河川では０２５～０７５という値を示し

ている。特に新河岸川志淺僑でば'０６，多嶬'''二千橋は１４１を示している。都立大野口

によれば硫酸イオンが４０ｐｐｍ以下のものは塩素イオンと比例関係にないから原因はそれ

ぞれちがうが，人工染に起因すると述べている。

１０．浮遊物の分布

図１６によれば各河川とも浮遊物含量が非常に多い。例えば江戸Ⅱ|，浦安Ⅷ橋（東京側）

２４１１ｐｐｍ（３６７），中１１１，葛西小橋２９４１ｐｐｍ（５６．７），荒｣|||隅田水門１８０ｐｐｍ

（５６５），隅田Ⅱ|，新大橋４５５ｐｐｍ（３６７），神田川，高戸橋１８８ｐｐｍ（５６．４），目黒

川，昭和橋６００ｐｐｍ（３６４），呑jll，堤方僑５，０８０ｐｐｍ（５６．４）等ば，特に大きな値を

（。
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示している。これから見ると，水温が上昇する時期に浮遊物が多い簾である。

ス各河川別比i咬

今迄の分析結果から次の各河川について概説する。

江戸)||，中川，綾瀬)||，荒川，隅田)||，新河岸｣||，石神沖)|'（支流田柄川），神田Ｉｌｌ

（支流抄正寺)||，桃園lll，善福寺川），目黒)|'（支流北沢川，烏山川，蛇崩川），古川，

立会Ill，呑｣||，内)||，矢沢川，宇奈根)Ⅱ

①江戸川

３５年度上流に行くに従って水質は良くなって来ている。溶存酸素量は増加し，ＮＨ４

－Ｎ，沃素消費量，００Ｗよ減少している。これは篠l崎水門を境にして，極端に変わって

いる。

江戸lllは，肉眼的に見ても都内河ｌＩｌとしては最もぎ＋しいな河川である。溶存|竣素量は下

流に行くに従って徐々に減少しているが，極端な減少傾向は見られない。溶存:酸素量の最

低値を示すものは新)Ⅱ口橋で，２８６ｐｐｍ（５５７）である。ＰＨはＺ０を中心にして多少，

上下しているが市川橋ではＺ１～Ｚ４を示している。塩素イオン量は，一般に篠崎水門で減

少している。沃素消費量は，今沖橋に於て東京側より千葉側が高い値を示している。

0.0.Ｆは峰1時水門，市川橋で極端に減少している。叉今井橋に於ても東京側より千葉側

で(氏い値を示していろ。（年平均）これは本州製紙のＳＣ･Ｐ（セミケミカルパルプ）廃水

が東京側（右岸）にそって流下するためである。ＮＨ４－Ｎは，今牛橋（千葉側），條崎水

門，市)||橋で減少し，０．０．，と同じ傾向が見られる。グラフから見ると，００，とＮＨ４－

Ｎとの傾向が相似している。

５６年|糞ｐＨは５５年度と殆んと同じで，ＺＯを上下しているにすぎない。廟字酸素

量は７月係Zkで最低値を示し，今井橋で多少の変化はあるが，上流に行くに従い僅かなが

ら増加している。塩素イオン量は浦安橋（1洞京|則，千葉側）に於ける値が１１４０ｐｐｍ，

１１９０ｐｐｍ以下である。ＳＯ４／Ｍ，を検討すると，條崎水門０４０で海水比がくづれて

来ている点から見て，海水の侵入は考えられない。海水の侵入による塩素イオン量の増加

は，今井橋（東京側０７５，干葉側０．８４)までしかないものと考えられろ。すなわち浦安橋

（東京ＩＨＵ５９９Ｌ５ｐｐｍ，千葉側４１Z５４ｐｐｍ）年平均に対して，今井橋（東京側５８．４９

ｐｐｍ，干鱈側５２００ｐｐｍ）とほとんど１０分の１の値を示しているに過ぎない。

沃素消費量は３５年度より大きな値を示している。浦安橋（東京側１５８０ｐｐｍ７月，

千葉側５．６８ｐｐｍ７月），今牛橋（東京側２１．４０ｐｐｍ７月，千葉側６．１４ｐｐｍ７月）では

極端な差があり，東京I則の方が大きい。これは本州製紙江戸川工場のＳ･○･Ｐ１需水が（平均

排水量）４０．０００ｔ／ｄａｙＭ柴|崎水門１Ｋｍ下流に排水され，右岸部を帯状に流下するが，

この地帯は威瀞部であるため，＿上げ獅時は滞溜し，今井橋千罐IHIも汚染度が上昇する事が

おＺ､。

｢、

包

弓

色
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0.0.,も沃素消費量と同じ機に，今井橋（東京側２２４０ｐｐｍ７月）と（千葉側６．５５ｐ

ｐｍ７月）の差が大きい。これも本州製紙|尭水のためである。Ｂ･0.,は浦安橋，今井橋と

もに東京側の値が千葉側よりも大きい。ＮＨ４－Ｎも同じ傾向を示している。浮遊物はＢ、

ＯＤの分布と同様な傾向を示している。

②中川，綾瀧川

５５年度ｐＨの年平均値は6.8～Ｚ２の節囲にあって最大値は，飯塚橋のス５（３５．１０）

である。溶存峻素量は上流に行くに従って増加し，最上流部で最高値汐示している。年平

均値では高砂橋で４．４８ｐｐｍであり，この附近が汚濁限界である事を示している。

塩素イオン量は高砂橋附近で急激に減少し，飯塚橋では年平均値で２６．５１ｐｐｍを示す

に過ぎない。綾稲)Ⅱでは上流部の内匠橋で４１７５ｐｐｍを示しているのは,工業|落水による

汚染であろうと考えられる。沃素消費量は飯塚橋で５．４４ｐｐｍを示し，高砂橋下流でその

値が高くなっている。綾順川は内匠橋でも１４．７７ｐｐｍもあり中川に比べて汚濁度が高い。

０．０．，は全般的に高い値を示している。即ち，飯塚橋でも５．８７ｐｐｍであり，この様に

比較的平潮直が高いのは夏冬の渇水期にZ５８ｐｐｍ，９９５ｐｐｍと汚染されているためで

ある。

綾噸川は内匠橋でｍＯ７ＰＰｍで下流部の中之僑の１７L７７ｐｐｍよりも高い値を示してい

る。ＮＨ４－Ｎも４．１７ｐｐｍと中之橋の２．７６ｐｐｍよりも高い値で，有機廃水による汚染が

高い事を示している。又上流より下流にゆくに従って高い値を示し，ＯＯＤと同様の傾向

が見られる。

５６年度ｐＨは本奥戸橋での平均値は６．８を示し葛西,｣､橋でＺ２を示している。

綾瀬川では内匠橋ＺＯであるが，下流の中之橋では6.8とやや低下している。

溶存酸素量は本奥戸橋で平均値１．９０ｐｐｍを示し，汚染されているが，下流の葛西小橋

は４．２７ｐｐｍと割合その涌字率が高いのは，海水の稀釈による,竣素の供給と新川を通じて

江戸川の酸素の豊富な水が流入するためである。上流の奴塚僑で５４１ｐｐｍと平均値では

最高を示している。５７年５月も葛西'１橋を除いた全地点で最低値を示し，ほとんど零に

近い。

綾繭川は非常に汚濁されており，ｉ容存酸素量は少なく，５７年５月には両地点とも零の

状態にある。塩素イオン量は５５年，５６年膳とも高砂橋上流まで海水の侵入による塩素

イオン量の増大がｽ`られる。冬期に各地点共最高値を示す。

綾頻川の内匠,橋，中之橋とも，５６年度が５５年度に比べて高い値を示している。

ＳＯ４／o必を検討すると中之僑では海水比に近いが，内匠|喬では０．４５と高い値を示す

のは，人工廃水の汚染によるものであろう。

沃素消費量は本奥戸橋の乳は５６年度が５５年度より高い値を示しているが，他の地点

は５５年度より汚染されている。中111に於てば冬期にもつと｡｡汚染三れて跨り．高砂橋で

'、

町
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は２５７１ＰＰｍ（５７Ｚ）の高い値を示している。綾噸川の二地点も３６年度は冬期が非常に

汚染されており，それぞれ５７年５月５５．４４ｐｐｍ，ろZ２３ｐｐｍと高い値を示している。

0.0.,は５５年度に比べ５６年度は本奥戸橋，高砂橋が高い値を示し，葛西小橋，飯塚

橋，綾j頓川の二地点はよりきれいになっている。もっとも汚染されているのは，５７年５

月の中之橋５０６２ｐｐｍであって，綾禰)||は上流より汚染されており，荒川放水路及び中

Ⅱ|の汚染源の一つとなっている。ＮＨ４－Ｎは高砂橋を除いた各地点とも５５年に比べろと

５６年度がｲ氏い値を示している。中１１|，綾Ｉ鮪川とも下流になるにつれて高い値を示してい

るのは，下流ほど還元作用が大きく，蛋白質の分解が盛んになるためと考えられる。綾禰

川は埼玉県境から悪質な染色廃水と澱粉廃水の流入があるため，冬期は汚染がひどい。

中川においても冨期より冬期の方が渇水のため水質が悪化する。この地区には排水場も

２５ケ所もあり下水，工場廃水が未処理のまま排出されるため魚類のへい死が屡々発生し

た。

③荒川放水路

５５年度ｐＨは６．３～Ｚ１を示し，上流に行くに従って低くなる傾向がある。これは河

口あたりで海水の影響によってアルカリ性であったものが，海水の影響がなくなり，工場

廃水等によって酸性を示す様にたったものと思われる。

溶存酸素量は上流部と下流部でわづかながらあるが，中流部が汚濁されており，堀切橋

あたりまでほとんど零である。荒川放水路は汚濁限界の５０ｐｐｍ以上に汚染されており，

新荒川大橋あたりで僅かに魚類が棲息出来るようになっている。

沃素消費量は隅田水Ｉｊｉより荒)||放ﾌ(|儲に流入する隅田川の汚染水がもっとも悪質で、平

均して４８．５４ＰＰｍもあり、最高値で、95.65ＰＰｍ（５５．７）と夏に極度に悪化した値を示

している。次いで小松ﾉｌｉ間門，小名ホノ11間門より流入する|日中川の汚染水が悪質である。

新荒ﾉli大橋のみは5.14ｐｐｍときれいであるが，その他の地点はともに渇水期には還元状

態となって河底から硫化水素やメタンガスを発生する，いわゆる死んだ川に近づきつつあ

る。

０．０．，は沃素消費量と同様隅田水門が最高に汚渇されており，５５．９０ｐｐｍ（平均）

を示し夏冬の渇水期が高く秋の平水期は比較的きれいになる。

新荒川大橋でス０７ｐｐｍ（平均J’もあり，新河岸川の延銃の汚染がはなはだしい。この

下流はほとんど１０ｐｐｍ以上を示し，下げilillで新河耀ﾉｌｉの汚染水がそのまま氷塊をなして

流下し，これに各水門より流入する綾瀬１１L隅田川，｜日中川の汚染水が拡散して河口の水

質と河口地先海面漁場を１７梁している。

素イオン量はグラフより見て，西新井橋あたりで極端に小さな値を示し，海水の影響

がない事が判る。海水の影響があるのは綾瀬水門，堀切橋あたりまで，これより上流は影

響がないものと,思われろ。

ＮＨ４－Ｎでもつとも舎皿の多いのは隅田水門の平均Ｚ４ｐｐｍであり、＿次い

で小松)|i間Ｆ１]の5.28ppmである｡1ppm以上は船垢聞門(0.95ppm),

、
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中ﾉ||ﾌk門（０９８ｐｐｍ），新荒Ⅱ|大橋（０．５５ｐｐｍ）の三地点の承である。

５６年度ＰＨは５５年度と同じ傾向を示す。平均から見ると最低値は芝)''7k門で６．５，

堀切橋上流は５６年度の方が５５年度上り低い。これに反し新ロロツフhl喬下流は，いづれも

５６年度の方が５５年度より高い値を示している。芝)Ⅱ水門は５６年５月６．０の徴酸'性を

示しているがこれはⅡ|□市の酸洗排７k等の流入が多い結果と思われる。最高値は葛西橋で

Ｚ４の値がス６年５月に出現している。溶存酸素量は５５年度に比ぺて少ない値を示す地

点は．綾瀬水門，江北橇，芝)''7k門で一般に３６年度は，荒)Ilの流最が多く，稀釈される

ためその他の地点は，高い値を示している。両年度を通じ平均値で最高を示

すのは，新荒)||大橋の４．８４ｐｐｍ（３６年度）である。葛西橋で平均２５５ｐｐｍあるが，

上流に行くに従って減少し隅卍７k門で最低となるが堀切橋より上流になるに従って増加し，

7新荒)||大橋で平均４．８４ｐｐ]、とその溶存率が回復してきている。これは隅田川の汚濁水の

影響が非常に大きいことを物語っている。

５５年度と比べると変化があまりなく平均化していろ。

塩素イオン量で平均１００ｐｐｍ以下を示すものは，最上流地点新荒川大橋のみである。

８０４／Q2から見ると堀切i喬が０１６と海水比に近く，平水期においては海水による影

響はこの附近までと考えられる。沃素消費量は隅田水門で最高値５２９８ｐｐｍを示してい

る。１０ｐｐｍ以上の地点は小松ﾉ｢間門，新四ツホ橋，堀切橋，綾瀬水門，江北橋である。

５５年度より汚濁された値を示すのは，綾瀬水門，芝ﾉ||水門，新荒ﾉ||大橋のみで，その他

の地点は３６年度が低い値を示している。

０．０．，は|偶田水門が最も高く，平均で３２９８ｐｐｍを示している。１０ｐｐｍ以下を示す

地点は，葛西橋，船堀庸宥の承で他の地点は１０ｐｐｍ以上，２０ｐｐｍ以内の値を示してい

る。一般に５６年度の方が５５年度より少々汚染度が低いが，芝川水門，新荒)||大橋の忠

は５５年度より汚染されており，高い値を示している。

Ｂ･()｡Ｄで5ｐｐｍ以下のところは，新荒)Ⅱ大橋で，この附近は魚類の棲,急が可能な状態に

ある。下流になるに従ってＢ･O．Ｄの値が高くなり，隅田７k門で最大値５０５８ｐｐｍを示す。

新1囚ツ木僑，中)||水門附近では稀釈される７kが多く，割合低い値となっているが，小松ﾉ'｜

;橋，ｄ松川間門では汚染度が高くなっている。

ＮＨ４－Ｎは上流の新荒)Ⅱ大橋から下流に行くにつれて汚染度が高くなり，隅卍水門で極

大値を示している。新pロツフ|可喬あたりではこの汚水がある程度拡散稀釈されるが，中ﾉⅡ水

門より流入する中jllの水で稀釈され，一層低い値になるが，，｣松ﾉ'|橋，。､松)１１閏門ではま

た汚染が増大している。これは|日中川の有機廃液の流入の影響と,思われる。新)１１７k門，船

堀間門より中)|散水路の水は清浄な新Ⅱ|の水と合して流入し，荒ﾉ||放水路の汚染水を稀釈

しており，船堀聞門では最低値を示している。葛西橋では汚阿水が干満に伴なって氷塊と

して移動して行く途中，停滞するので高い値を示している、５５年時上り低い値を示して

'７
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いるのは，小松)||間口９，新四ツ木橋，隅卍７１<門その他の地点はいづれも５５年度より汚染

されている。

浮遊物は隅田水門，綾瀬７１<門，小松)Ⅱ閏門が大きな｛直を示し，荒Ⅱ|放７|<路の水質悪化の

原因は隅I丑Ill，綾瀬)||，芝)''’’日中)||が大きい事がわかる。荒)||放水路の7k質は浮遊物の

多い所はＢ･０．，の値が大きい傾向が見られる。

④隅田jll，新河崖)Ⅱ

３５年度ＰＨは豊lll橋，相生喬附近で海71<の影響が強く，平均Ｚ６～７３とアルカリ性

を示しているが，言間橋より＿肺は徴酸性に傾き千住大橋では６．５，小合橋では６．５，新

田橋でば６．５，志茂橋では５．８とたっている。

溶存酸素量は岩淵水門では平均５．１５ｐｐｍの値を示しているが，新田橋，小合橋附近か

ら渇水期には零の状態が多く，増水期のみ僅かながら溶存d唆素量がみられる様に，極度に

悪化してきている。勝團橘豊》||橋では海水混合によって溶存率が少々増加してきている。

塩素イオン量は豊ＭＩＩ橋より千生大橋までは非常に高い値を示しているが，小合橋で急､に

小さな値を示し，海７k侵入による塩素イオン量の増加は，この'肘近より下流に起るものと

思われる。

沃素消費量は永代橋下流の地点で海水稀釈をうけて２０ｐｐｍ以下の値を示しているが，

新大橋上流，岩I1HlI7k門までは汚濁がはなはだしく４５ｐｐｌｎ以上となっている。もっとも汚

染されているのは言間橋４６．７２ｐｐｍでこの附近は硫化水素ガス等の発生がはなはだしい。

０．o･Ｄは沃素消費童と相関関係にある。小合橋，新田橋の7k質は新河津)'１の影響を受け

ており，沃素消費量と。･0.,のﾋﾚがくずれて、.Ｏ･Ｄが非常に高い値を示している。

流程に｣こる変化を見ると上流部がもっとも汚染されており，流下するに従って汚染度が

低下してくる。これから比較すると新河津)'1の汚狗が雄も隅田)||の汚濁を強めている事が

判る。

叉下流部は潮通しが良く，海水の影響を強く受けているために低い値を示していろ＿

ＮＨ４－Ｎは岩'１淵ﾌ|（門より高い値を示してい『6が中流部で一層汚濁された高い値を示す。

′｣､台橋，腎淵水門，隅田７|(門，千住大i喬あ/こりでは，０．０，の高いわりにＮＨ４－Ｎの値

が低く隅卍)||に異質の７kが入っている事を示している。下流部は海水でi稀釈ざれＮＨ４－Ｎ

の値が低くなっている。

５６年度ＰＨは３５年度とほとんど|司じ新田橋５．８，志茂橋５．Ｑほかはなだらかな曲

線をえがき，河口にゆくに従ってＰＨは次第に高くなっている。

溶存,竣素量をみろと志淺|喬で酸素を有する71<が新旧橋で零となり，石神丼jllより酸素を

有する7kが琉入す為が小台橋で零とたり，駒ル上り下流ではｉ復7kの影響でi駿素量が僅かな

がらＩ曽加してきているロ

ノ汽妻イ十ン－畳jよ'｣、合|喬で平均２０５.Ｑ７ＰＰｌｎと高いがＢＯ４／Ｍ,から見ると０．４６と海７Ｉ（

【．
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比はくずれている。又新巴橋では０．６８と海水比より離れており海水の影響は考えられな

い。

沃素消費量は両国橋で増大し，上流に行くに従ってl威少している。志茂橋，豊洲橋，相

生橋，脇関罵では２０ｐｐｍであるが，中流部の汚濁がはなはだしく５０ｐｐｍ以上で白橋，

駒形橋附近は４６．２０ｐｐｍと極度に悪化した水質となっている。

０．０，は５５隼度と同じ傾向を示し，上流に行くに従って増加を示し，もっとも汚染度

の高いところは|絢形橋５１．１１ｐｐｍ，志茂橋５０１５ｐｐｍである。ＢＯ･りば0.0.Ｄと同様に

上流に行くに従い増加を示し，千住大橋あたりで極抗て顕著左増加が承られる。これば新

河津)||，石神丼)''’三河島下７k処理場の有機質に富んだ７kが流入するためである。

ＮＨ４－Ｎは上流に行くにつれて高い値になり，千住大橋で極大値を示すが，小合1喬上流

はやや低くなっている。新7可岸川，志茂橋では５．９８ｐｐｍとス５年度より高くなっている

が新田橋とともにＢ･Ｏ．Ｄの高い割にＮＨ４－Ｎが比i鮫的低い。一般にＮＨ４－ＮとＢ･○.Ｄは相

関関係にあり都市下水等の有機廃水に上る汚染が強いことがわかる。

ｓｏ《をふろと海水侵入による８０４"の増大が下流ほどはなばだし<，上流に行くに従

って小さくなる。小合橋では８０４／○必比が０４６と海７k比上り離れていることを承ると，

人工排水起原とするものである。即ち海水の侵入によってＳＯ４〃の増加が見られるのは，

小合橋下流までであると云えよう。

浮遊物は新河津川，志茂橋より浮遊物が非常に多く，隅田水門，白鬚喬で半減している

が言間橋で１１２ｐｐｍと高くなり，両国橋で２８．７ｐｐｍと減少している。新大橋で高くな

り又小名木川間門では５８Ｚ１ｐｐｍと極大値を示しているのは，高速道路工事による浮泥

の影響である。小名木)||閑門，新大橋，言間橋，新田橋，｜絢形橋，志茂橋，石神井川河口，

小台橋，千住大橋はＮＨ４－Ｎに比べて浮遊物の割合が非常に多い。

⑤神巴１１１（抄正寺)||，桃園Ⅱ|，善福寺)||）

５５年度ｐＨは高戸橋Ｚ５とアルカリ性を示し，中野|卯僑あたりから徴酸性の傾向が

現われ，永福橋，井之蝋公|詞で６９と徴i腰'性を示している。

溶存轤素量は冬期が高い値を示している。妙正寺)１１（寺斉僑）は|唆素量の比皎的高い７ｋ

が神田)||に流入しているた,琳高戸橋の峻素量は幾分増加するが，下Biiに行くと次第に減

少する。

塩素イオン量は柳橋，江戸|w:|;'/)象が高い値を示し，その他の地点は海７kの影響による塩

素イオン量の増加カミ見附、い゜

沃素消費量は特にＷ'1橋と江戸橋が高く，上流に行くに従って小さくなっているが，善福

寺池（下）では５５５ｐｐｍと比'鮫的汚染された値を示している。

０．０．，は高戸僑，末広橋で５０ｐｐｍ以上の比較的高い値を示して，上流に行くに従って

汚染度が低くなっているが，井之ﾘﾄﾞ(池でも４．７１ｐｐｍもあり，清浄たあのとは云いがたい。

勺
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又善福寺池（下）も４．９５ｐｐｍと汚濁限界に近く，冬の喝水期には下水化している状態で

ある。

善福寺Ⅱ|も家庭|落水を集妨て，流下して行くにつれて，汚染し宮下橋で２５．６４ｐｐｍと

なっていろ。桃園)'１はもっとも汚染されており４１．６５ｐｐｍ（末広橋）の極大値を示す。

ＮＨ４－Ｎは最上流の井之頭池では００４ｐｐｍと清浄であるが，そのすぐ下流に武蔵野市

の下７|<が流入しており，叉流下するに従って111沿いの住宅地の家庭下ﾌﾋ|<，し尿浄化槽等の

｜籍７|(によって汚燭され，永福橋ですでに５．５５ｐｐｍの値を示している。支流である善福寺

）'１においては最上流の善福謂也（下）で１０１７ｐＰｎｑの極大値を示しており宮下橋で５．７７

ｐｐｍとその汚倒の度合がはなはだしい。下流は都市下ﾌkの流入が多く，４．５５ｐｐｍ以上

の含量を示し，Mjl]橋で２６６ｐｐｍとし尿等に,上る汚染がはなはだしく大きい。

５６年度ｐＨをみると年平均値は6.7～7Ｚの節|用に分布し，特に宮下`橋，永福橋が微

酸性で．善福寺池ではス５とアルカリ性を示している。i容存酸素量は流速の遅いt１h点であ

る永福橋，宮下橋で最低値を示しているが，７i<面勾配が割合急､で流速の大きい中流部では，

；褒素補給が搬富になされるためか，比較的高い値を示している。

塩素イオン量は，海７１（侵入による影響はWI橋．江戸橋の承に,悪釣られる。寺斉僑と善福

寺地（下）が５０ＰＰｍ以上を示し特に善福寺池で７４．６３ｐｐｍと家l廷下水による汚染が高

いことを示している。５５年度に比校し５６年度は全地,点とも高い値を示す。

沃素消費量は流下するに従って汚染度が高くなり，柳橋，江戸橋で最大値を示している。

５５年度より汚1動が激しく進行しており，宮下|喬を除いた全地点とも高い値を示している。

0.0.,の中流部の汚染がはなはだしく，高戸僑に於て最大値の３６．５５ｐｐｍを示す。５５

』年度より極度に低い値を示しているのは，宮下橋，末広橋（桃園)||）であり，沖之順池は

５５年度より汚染の進行が認紡られ２倍強の高い値を示している．

NfI4-4Jは善福:寺地（下）が最大値の８．１７ｐｐｍと汚築されている。概して下流になる

に従って汚染度が強くなり，jliljll橋でZ５９ｐｐｍを示している。５５年度より高い値を示し

ている地点は．永福橋．小石)||橋の一弘で，他の地点は５５年度よ')低い値である。ＢＯＤ

は江戸橋が最大値Ｑ２０１ＰＰｌｎを示し，次いで|ﾘ'１橘７５５５ｐｐｍとたっている。中流部も

５２８１ｐｐｍ～4Z５２ｐｐｍと汚染された値を示している。

(6)石神丼111（田柄)||）

５５年度ｐＨはＺ０を中心に上下しているカミ，特に目立ったものでは．５６年１月台

僑で６．５という低い値を示していることである。叉千)Ⅱ研くの八成橋ではス５の高い値を

示している。

溶存酸素量は中流部にあたる中|艮僑，台僑が巌低値を示している。石神井池は１０ｐｐｍ

か示し祷浄で顧煩の棲息できる状籠を保持してい希。

蝉i1蔦イナン紐よ平均値が各地点とも８５．９５１二'1)1】1～１(〕う′４ｐｐｍの{liiljil用に分布し，他の河

、＿
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川に比べて高い傾向が認坊られろ。特に５５年５月閑|(のものは各地点とも大きな値を示

している。

沃素消費量は中流部の台橋，南桜橋が高い値を示す。特に台橋に於て５６年１月１１５５

ｐｐｍの極大値を示していろ。

沃素消費量と溶存酸素量の関係を見ると，沃素消費量が犬になれば溶存酸素量が小にな

る相関が密接であるが，台橋，南桜橋の水質にはこの関係が認められず，異質の水である

ことがいえる。

C.O.Dは沃素消費量と同じ傾向であって，台橋で最高値を示し，田柄ﾉⅡ合流後は下流に

たるに従って低い値になっており，巴柄Ｉｌｌが最大の汚濁源であることを示している。

ＮＨ４－Ｎは０．０．Ｄと同様に台橋で最高を示す。これは田柄)Ⅱの上流に駐留軍の基地グラ

ンドハイッがあり，し尿浄化槽廃水が流入するためである。

５６年度ＰＨは特に目立った変化はないが，八成橋がズ５という高いのは家庭廃水の

影響と思われる。

溶存酸素量は平均値から見ると南桜橋で１２５ｐｐｍと最低値を示している。石神井池

１０．５１ｐｐｍ,千)Ⅱ上水，八成僑２８５ｐｐｍと清浄であるが，上流部の豊島橋で２５５ｐｐｍ

という低い値を示しているのは上流部で家庭下水，し尿浄化槽廃水の流入がはなはだしい

ためであろう。

塩素イオン量は５５年度と同：康，上流が'低い値を示しているが，中根橋が５５．０５ｐｐｍ

と最大値を示し，次いで南|安橋が高い。５５年度にくらべ非常に低い値を示している。

沃素消費量は南桜橋が２８．７５ｐｐｍと最大値を示し，次いで台橋，中根橋が高い値を示

している。５５年度と比較すると，台橋，南桜橋は５５年度より極端に低い値となってい

るが，下流の中I1j:橋，緯田橋は僅かながら高くなっている。０．０．，は南桜僑が５５．２４ｐｐｍ

と最大値を示している。次いで中根橋，ド澤田橋が高い。５５年度より高い値を示している

地点は八成橋，中根橋の承で台橋，南峻僑等は沃素消費量と同|美の傾向を示し，５５年度

より極端に低い値となっている。

Ｂ･０．，は南援橋で最大値の５５．８１ｐｐｍを示し，次いで下流部が高い値を示している。

０．０．，と同様の分布を示し，有機性汚水による汚濁がはなはだしい。

ＮＨ４－ＮはＢ･０．，，０．０，の分布と同様に，南桜橋の汚濁がはなはだしく，８．０ｐｐｍの

最大値を示している。次いで中根橋，樗田橋，台橋等の下流部が高い値となっていろ。こ

れらの地点は５５年度より低い値を示しているが，上流部の八成橋，豊島橋，中之i喬は

５６年度が高い値を示しており，住宅の増加に上って上流部の汚染が進行しつつあること

を示している。

ＳＯ４〃ば南桜橋で最大値が見られ，次いで緯田僑，八成僑が高い。全地点とも○必と

ｓｏ‘の問には相関が認められるが，八成橋の承はＳＯ４ソＭの腓が５．４２と高く，異質

⑪
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の水であることが認められる。

浮遊物は中根橋が７８．８ｐｐｍで最大値を示し，次いで千)I|上水，八成橋が７５７ｐｐｍと

高い。石神丼)Ⅱでは浮遊物とＮＨ４－Ｎの間には相関が認められるが，石神丼池，八成橋，

南桜橋ではこの関係が密接でない。即ち南桜橋はＮＨ４－Ｎの含量が非常に多く，浮遊物が

少ない。八成僑は浮遊物が非常に多いが，その割合にＮＨ４－Ｎ含量が少<，ともに石神丼

）Ⅱの7k質と異った組成を示している。

⑦目黒)|'（烏山)||，北沢)Ⅱ，蛇崩jll），立会１１|，古ｌｌＩ

５５年度ＰＨは目黒)||，大鼓i橋で６５，立会)||，入道橋が６．４と酸性を示している点

が特に目立っている。

溶存酸素量は年平均で最も大きな溶存率を示しているのは立会１１１，入道橋の５０４ｐｐｍ

である。次いで目黒)||，太鼓橋４２５ｐｐｍ等中流部が比Ｉ皎的高い値を示している。これに

反して，上流部と下流部は低い値を示している。

塩素イオン量で海水の影響がある地`点は，古)||，金杉橋，目黒)''’昭矛ﾛﾉ|喬，立会)||，浜

川僑で，これより上流は海水侵入による塩素イオンの増加は見られない。

沃素消費量は烏山Ⅱ|，大橋が４６．７８ｐｐｍともっとも大きな値を示している。次いで古

ノⅡ，稲荷橋で２４．７８ｐｐｍと大きな値を示している。

００，をふると最も汚染されている地点は，烏山)IＬ大橋でフス５７ｐｐｍを示している｡

次いで立会川，入道橋で４５．２８ｐｐｍと高い値を示している。一般に中流部の汚濁がはな

はだしい。

ＮＨ４－Ｎは各地点とも５ｐｐｍ以上と蛋白質の供給が犬であって，0.0.Ｄと同様に烏山

ノ||，大橋２８８ｐｐｍの最高値を示し，古)||，稲荷橋がZ９７ｐｐｍと次いで汚染の度合が高

い。

５６年度ＰＨをみると立会ﾉ||，入道橋は５５年度と同様に６．５と酸`住を示している。

目黒川|，太鼓橋は５５年度に酸性を示したが，５６年度には6.9と中性に近づいていち。

溶序酸素量で最も高い値を示すもの('よ，目黒)'１，太蚊橋の５２５ｐｐｍであり，次いで東

仲僑の４．３０ｐｐｍと５５年同様古)Ⅱ，目黒)||では，上流部と下流部が溶存率が少<，中流

部が多い傾向にある。

塩素イオン量は河口の古)11,金杉，橋，目黒)'１，昭和橋，立会)||，浜)Ⅱ橋に海水の影響が

みられるが，'他の各地点はスｏｐｐｌｎ以下の値を示している。

沃素消費量は立会)||，入道橋が１６．７１ｐｐｍと最高値を示し次いで烏山)||，大和橋が

１５．１５ｐｐｍと高い|直を示している．５５年度に比べて入道橋を除いた各地点とも低い値

を示している。これは各河｣||とも凌喋され，河床の腐泥が|徐去された結果であろう。

ｒ1.,6,は河111流量が小さく，海71<の稀釈をうける度合の多い古)||，金杉橋でも１６．６９

ｐｐｍと汚濁されており，他の各地`点とも２０ｐｐｍ以上で中でも立会)||の汚濁がばなはた

３

0-コ

－１５－



し〈，入道橋で４０．９９ｐｐｍ，浜川橋で５６．８１ｐｐｍを示している。５５年度より僅かなが

ら汚濁されている地点は，目黒川，昭和橋，太鼓橋，東仲橋，古ﾉ||，稲荷橋であり，烏山

川，大橋は５５年度に比べて極端に低い値を示している。

ＮＨ４－Ｎは全地点共４ｐｐｍ以上の高い値を示している。最大値は古川，稲荷橋８．７６

ｐｐｍであり，次いで烏山川，大橋，北沢)11,大和僑の汚濁がいちじるしい。これは家庭

下水及びし尿浄化槽排水の流入が多いためである。５５年度より汚濁されて高い値を示す

地点は，古川，稲荷橋，金杉橋，目黒川，太鼓橋，烏山ﾉ||，大橋の４地点である。又浮遊

物の多い地点はＮＨ４－Ｎ含量も多い傾向が見られるが，古川，金杉橋の水質にはこの傾向
が認められずＮＨ４－Ｎ含景が多い割に浮遊物が少ない。

Ｂ･0.,で年平均の最大値は，立会川，浜川橋の５８．４０ｐｐｍで烏山)||，大橋の５８．５８ｐｐ

ｌｎ，立会111,入道橋の５６．００ｐｐｍと烏山)||，立会川の有機物による汚染がはなはだしい。

その他の地点も２５ｐｐｍ以上と汚濁されている。ＮＨ４－Ｎによる汚染が強い地点は，ＢＯ

Ｄも高い値を示しているが，立会ﾉ||，浜川橋の承はＢ０．，が高い割にＮＨ４－Ｎ含量が低い
のが目立っている。

浮遊物は古)||，稲荷橋Ｍ8.8ｐｐｍ，烏山jIl，大橋525.8ｐｐｍ，立会ﾉⅡ，浜ﾉＩ|橋２４５２

ｐｐｍ，目黒)||，太鼓橋254.6ｐｐｍ，東仲橋２１０．５ｐｐｍ，北沢川，大和橋２４１．５ｐｐｍと

２００ｐｐｍ以上の高い値を示すところが多い。古Ⅱ|，金杉橋，稲荷橋，目黒ﾉ'１，昭和橋，

太鼓橋，北沢jll大和橋は浮遊物が多くたれぽC.O.Dが高くなる傾向が認められるが，烏

山川，大ｊ秀，蛇崩ﾉ||，明治橋の7k質はｃ･ＣＤは高いが浮遊物の含量が小さい。

③呑川，内１１|，矢沢ﾉ||，宇奈根)Ⅱ

３５年度ＰＨは呑)Ⅱ，堤方橋６．６，内)''’一之橋６．７と酸性に傾いており，字奈根ﾉⅡ，
｜日呑)Ⅱ，潮見橋ス４とアルカリ性となっている。

癖字酸素量は河口部の溶序酸素が少なく，＿l二流になるに従って増加している。なかでも

宇奈限川がZ８５ｐｐｍ，矢沢ＩＩｌ，矢)||橋がZ１６ｐｐｍと高い値を示している。

塩泰イオン量で海水の侵入が見られるのは，香川水試前，潮見橋，内ﾉⅡ，一之橋の河口・
部分の忍で，他の地点は５０ｐｐｍ以下である。

沃素消費量は|日呑ﾉ||，潮見僑が平均６００９ｐｐｍと高く，次いで内Ⅱ|，一之橋５５．６６ｐ
ｐｍを示している。その他の地点は１４ｐｐｍ以下で硫化物が少ない。

、．O･Ｄは沃素消費量と同様に潮見橋５５．６８ｐｐｍと最も汚染されており，次いで内ﾉ''’

一之僑２８．７１ｐｐｍと汚染度が高い。呑川7i（試前，潮見僑，一之橋等の河口部は海7kによ

る稀釈をうけるが，０．０．，が高く溶存酸素も欠之し，どす黒い水の典型的な汚濁河川の様

相を呈している。これに対し，田園地帯を流れる宇奈根川は，０．０．，も低くiI容存酸素も豊

富である。矢沢川は７|<面勾配が比較的急､であるたらか，曝気が盛んに行}つれており，溶ji字

酸素はかなり多いが，家庭下７１（の流入多く，０．０，が１５．７２ｐｐｍとたっており,多艤川の

白
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汚濁源の一つとなっている。

ＮＨ４－Ｎは特に字奈恨)||が１．９６ｐｐｍと低い値を示していろ以外，各地点とも４ｐｐｍ

以上の高い｛直を示している。最も汚濁されて高い値を示しているのは|日呑)Ⅱ，潮見僑８．０６

ｐｐｍである。潮見橋，一之橋は家|廷下７１(と中小工場の廃７kが排水場を通じて流入するた

め，有機汚７kが停滞しており，沃素消費量とＮＨ４－Ｎが多く溶存峻素の欠乏している状態

にあるが，他の地点はＮＨ４－Ｎには富んでいるが，沃素消費量はさほど多くない。

５６年度ＰＨで微酸性を示す地点は，呑)||水源６．６，石)Ⅱ橋６．６，堤方橋6.6で，ア

ルカリ性を示すのは矢)||橋ス２，宇宗根111ス２等である。

ｉ叡字酸素量は矢沢Ⅲ矢)||橋が最高値６．５５ｐｐｍを示し次いで宇奈根)''５．９召ｐｐｌｎと高

い値を示している。中流部の堤方橋，石Ⅱ|橋も５．０ｐｐｍ以上の溶存率を示していて，まだ

浄化作用が比較的盛んであるが，潮見僑，水試前は殆んど無|酸素状態に近い。各地点とも

５５年度にくらべて溶存酸素の減少が目立ってきていろ。

塩素イオン量は海71(の影響の大きいところをみると71〈試前，｜日呑)'１，醐見橋，内)||，一

之橋でその他の地点は５０ｐｐＩｎである。

沃素消費畳を承ると最高値を示-1-地点は呑)||水源１ス５４ｐｐｍで1【1$I見橋は１５．１９ｐｐｍを

示している。５５年度より増加している地点は宇奈|侵Ill〆呑111,堤方僑，番1117k源の三地

点で，他の地点は極端に低い値となっている。これは中，下流部の河l未の腐泥が除去され

たためであろう。

Ｏ･ＯＤは呑lll水源７５．５１ｐｐｍと非常に高い値を示している。次いで|ﾉﾖﾉ１１，－之僑，谷

)||，堤方僑，潮見僑，石Ⅱ|橋，矢沢)Ⅱ，矢Ill橋，水拭前，字宗恨｣||の順に汚濁されている。

５５年度より低い値を示しているのぱ香)'''水試前，ｉ朝見橋のみで，他の地点は汚濁が進

んでいる。

ＮＨ４－Ｎは潮見僑が６．４０ｐｐｍと最高値を示しており，次いで辱)||ﾌ【|<源が５．５４ｐｐｌｎと

高い。最も低い水試前でも５．７５ｐｐｍとし|洞等による汚濁が強い。５５年度より汚燭が進

んで高い。最も低い7k試前でも５．７５ｐｐｍとし尿等による汚1鋤が強い。３５年度より汚濁

が進んで高い値を示しているのば，谷)||，堤方僑と宇奈根｣||で，特に宇崇根)||は附近に住

宅地の開発が進tfに従って，Ｕ狼浄化槽廃水等の流入がはな(I±だし<，ＮＨ４－Ｎ(、値が２

倍強も高くなっている。

Ｂ･０．，は宇奈根)''１２８１ｐｐｍを最低に袷んどの地点が２０ｐｐｎ以上の値を示している。

なかでも呑｣'17k源，一之|蒲，111ﾘ|見'繕，健方il喬が４０ｐｐｍ以上と有機物含澄による汚染が撤

し、ｏ

ｌＳＯ４〃で水試１１ｉｉｉ，潮見橋が１０００ｐｐＩｎ以上の(Iiirを示して:いるの(刈庄/|<混入によ高結果

である。

洋）族物ぱ冬+lll点とも５１〕ＰＰＩｎ以上(ﾉ)１１圓を示し，中で１Ｍ亡ガ|ﾙﾎﾟ８０６．８｢)pInと非常に高い･言

や

乙曰

ａ
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量である。浮遊物とＮＨ４－Ｎ，0.0.Ｄとの間には堤方橋を除くと各地点とも相関関係があ

り，浮遊物が多くなると０．０－，も高くなりＮＨ４－Ｎも多くなる。

⑨多摩川

多摩)|に麗多艤湖（'｣何内貯7k池）に貯水された本流の７kは，日原ﾉ||との合流点下にト

ンネルを通じて放流されている。したがって氷１１|大橋の水は'｣阿内一氷Ⅱ|間の支jllの水を

代表しているもので，本流の7kではない｡また羽村堰堤では多膳)||本流の7kはほとんど全

部山口貯７k池（供山湖），村山貯水池（多滕湖）にとり入れられてＴ１７Ｉｆｉには流下しない。

これより下流の水は秋１１|，浅川等の支)１１を集めたものである。この水も下流で丸子|坊潮堰

堤によって，そのほとんど全部が玉川浄ﾌ【k場に取７kきれ，下流部には流下しない状態にあ

る。従って防潮堰堤下流に淡水として流入するものは，東京都の排水場を通じて放出され

る下水と中小工場の庵７k，）''１埼市の下７ｋと大量の工場廃水のゑであって，潮汐の影響を強

く受け，これ等の汚濁水が河Ⅱ|に停滞する事が多く，無酸素状態の黒い死んだﾉ||になって

いる。（防潮堤上流部は５４年６月より５７年１月まで３～５回測定したものについて検

討を行った。）

（１）上流部（丸子防潮堰堤上流）

ＰＨ概して羽村堰下までは下流から上流にゆくに従ってアルカリ性が強くなってゆ

く傾向が認められるが，これより上流は次第に低くなっている。即ち上流氷川大橋では

Ｚ４であるが鍾乳洞の水を集めて流下し，ＰＨ８．１とアルカリ'性の高い水質の日原川合

流後の白丸では，ＰＨＺ５５と高くなっている。又軍畑から万年橋にかげて一段と高く

たり，羽村堰堤下で最高値８．１２を示すが，平ヰノⅡズ２５，秋ﾉllZ55を合流した後の

拝島橋では，７１７と低くなっていろ。それより下流日野橋でｚ９と高い値があらわれる

が，浅川Ｚ５６と合流後の関戸僑ではＺ５と低下している。

溶存酸素量八王子市の下水が流入する崖Ⅱ|，大和田橋が６．７７ｐｐｍと最低値を示す。

叉丸子堰堤でス１２ｐｐｍと低い値を示している。谷地Ⅱ|旭橋が８．６７ｐｐｍを示している

のを除けば，上流部の各地点は’５ｐｐｍ以上の高い値を示している。

流程による変化を見ると，氷｣Ⅱ大橋から｣||井〆大正橋までは溶存量が増加しつつ流下

するが，大丹波)''２９５ｐｐｍの流入と砕石工場の廃iﾌ【kの流下する軍畑では，１０２４ｐｐｍ

と僅かながら値の低下が見られる。羽村堰堤上で１０．７９ｐｐｍと最高の溶存:量を示すが，

堰下ではＲ６１ｐｐｍと堰上に比べて１．０ｐｐｍも低下しているのは特異な現象である。

この下流多摩橋で１０．１８ｐｐｍと１０ｐｐｍ台に|灰復しているが，秋川（Ｍ９ｐｐｍ東

jkjll橋），平井)|'（２２４ｐｐｍ多西僑）の合流後の拝島僑では，２７１ｐｐｍと低下して

いる。拝島橋より日野橋までは曝気が盛んに行われており〆谷地ﾉⅡの８．６７ｐｐｍと比較

的低い水が流入していてもその影響があらわれず，日野橋で１０６６ｐｐｍと高い値を示

している。1髪Ⅱ|合流後の関戸僑，限)I|，是收悪；Zk等の流入している冬l蕗7k潤喬にかけて，

勺
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次第にその溶存量が低くなっているが，二子橋で１０ｐｐｍを|灰復しているが，宇奈根)||，

矢沢)||，諏訪排水等の汚濁河川の流入後の丸子堰堤では，溶存酸素の減少がはなはだし

く，ズ１２ｐｐｍとなっている。

０．０．Ｄもっとも汚濁されている地点は，浅)||の大和橋で９３７ｐｐｍと高い値を示し

ている。次いで丸子堰堤の４．２４ｐｐｍ，ｉ美Ⅱ|高||闘喬５．４９ｐｐｍ，谷地)||旭橋５．４２ｐｐｍ，

が比較的高い値を示しているのみで，その他の地点は５ｐｐｍ以下である。

流程による変化を見ると，砕石工場のある軍畑２．８９ｐｐｍと急に高くなっている点が

目立っている。万年橋から日野橋までは1.5ｐｐｍ以下の清浄であるが，浅川（５４９ｐｐ

ｍ）流入後の関戸橋で２１５ｐｐｍとやや高い値となっている。その下流は二子橋までは

２ｐｐｍ以下であるが，丸子堰堤では４．？５ｐｐｍと汚濁されている。

塩素イオン量上流に行くに従って塩素イオン量は減少している。流程による変化を

見ると多塵僑までは２ｐｐｍ以下であるが拝島橋で６．０８ｐｐｍと高くなり，日野橋，関

戸橋，是lEid喬と人口密度の大きな地域を流下するに従って塩素イオンが多く検出される

ようになり，丸子橋で２２．１５ｐｐｍと最高値となっている。

ＮＨ４－Ｎ１ＰＰＰｍ以上と比較的高い値を示している地点は，丸子堰堤１．７５ｐｐｍ，

浅)Ⅱ高||啓橋１．１９ｐｐｍでその他の各地点は0.7ｐｐｍ以下で清浄である。

(2)下流部（丸子|方潮堤下流）

ＰＨ河口は海水の影響でｚ４と最高値を示し，その他の全地点も７Ｌ１～Ｚ２を示し

ている。

溶存酸素量全地点とも4.0ｐｐｍ以下と汚濁された状態にあり，大師橋では無酸素状

態となっている。海水による稀釈の多い)||口では，僅かながら溶存酸素が増加して２１２

ｐｐｍの値を示す。

塩素イオン量海水侵入による影響が全地点とも見られ，５０００ｐｐｍ以上となって

いる。なかでも大師橋までは，海水の影響を強く受けている。

沃素消費量丸子橋で最高値２５．５７ｐｐｍを示しており，六郷橋が２４．９８ｐｐｍと次い

で汚濁されている。大師橋では１６．８０ｐｐＩｎと，六郷橋より低い値を示しているのは，

海水による稀釈のためであるが，五十間のはなでば海老取ﾉ||の汚水が流入するため，僅

かであるが高い値となっている。Ⅱ|口では海水の混合稀釈が犬であるため，２９２ｐｐｍ

と最低値を示している。

０.ＯＤ全地点とも５ｐｐｍと汚濁限界を越えており，五十間のはなが２５２９ｐｐｍと

最も汚染されている。六郷橋は味ノ素KK1111崎工場と三楽酒造の廃水による汚染がいち

ちるし<１５．５０ｐｐｍと高い値を示している。多1藁)１１大橋，ガス橋も１Ｂｐｐｍ以上と汚

築きれているのば，附近の排水樋管より流入する下水が丸子防潮堰堤からの溢水がたい

ために停>帯しているためである。丸子橋で，５２ｐｐｍと高い値を示しているが，多朧)Ⅱ

I、

●
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己

江戸川水系昭和３５年度

L）ＯＴＴ１１００ｍロ

］９８,］
Ｌ」

Ｒ
Ｌョ

唖

]＿ピ
【〕’二【］

４．，６ｌＵ．』

ヲ’６－９

6．２．８１６．０

4．上j４ＩＯ－６

６．４ｎｌｕ９］＝コイＢ

６２’Ｕ・Ｚヲ

ｄ、ＯＵ６－？－月

ｌｌｕｂ８－Ｆ」ｿﾞﾋﾞｺﾞ

4．８０１２４，１０．１８］１ｙ

■

8－１４１８．５〔6．２．８

今

０ｿ[］４１６－６６８

」．、

Ｐ
－
－
‐
－
」ｌｌｙ

］
ｒ

6－８１１０．９６6－２．８１６

－４２－

地 』

９－

専 名 年月日
水温

℃

ｐＨ

溶存
酸素量
ｐｐｍ

塩分

ｐｐｍ

沃素
消費量
ｐｐｍ

０．０，

ｐｐｍ

ＮＨ４－Ｎ

ｐｐＪｎ

浦安橋

(南京側）

(江百)'１）

55．ズ８

1０．１９

１２９

5６．２．８

26.5

１Z９

5.8

９
０
’
０

ｄ
Ｚ

Ｚ

2．９４

６．９６

２４８

叩
筋
一
加
０

●
●

０
８

４
２

０

５
９２

１ 曲
別
－
７
１

●
●

●

５
６

６

7１４７

６．４０

２２９

８
５
’
７

９
５

１

０
Ｃ

１

浦安橋

(千葉|則）

(江戸｝||）

新)ｌｌｐ橋

(新）||）

８Ｚ

９
９
８

Ｊ
・
・

０
２
２

１
１

●
●

５
６

５
５

８
９
９
８

１

Ｚ
０
２
２

１
１

●
●

５
６
５
５

26.2

1スア

5.9

26.5

1Ｚ９

6.9

6.0

6.9

Z０

Z０

６．９

Z０

６．９

Z２

２．８６

Z５０

２６９

２．８６

Ｚ０４

1０．５０

２５５

1４１０．００

5１．７１

5050.00

1590.00

５４．１９

９０．０９

5150.00

皿
皿
一
品
－
０
刃
一
兄

５
－

■
０

１
５

４
６

今井橋

(東京側）

(江戸)||）

８
９
９
８

１
・
・

Ｚ
０
２
２

１
１

●
●

５
６
５
５

１
６
７
０

６
Ｚ
６
６

２
１

6.8

ズO

Ｚ２

５．１７

Z５６

1０．９１

２８６

640.00

1２９９

５０．５５

2100.00

川
乃
－
６
０

●
●

●

０
４

６

別
如
他
印

●
●
●
●

４
６
２
８

今井橋

(千葉側）

(江戸lll）

55．Z８

1０．１９

１２．９

5６．２．８

26.2

1716

・６．６

5.9

８
０
０
０

６
Ｚ
Ｚ
Ｚ

5.1o

z９２

1１．０４

２９５

600.00

5２．０５

４５．５２

1760.00

夕
別
－
４
１

■
●

●

２
４

８

０
０
２
０

４
４
７
５

■
●
●
●

５
２
２
８

篠崎7ｋ門

(江戸!'|）

８
９
９
８

１

Ｚ
０
２
２

１
１

●
●

５
６
５
５

１Z６

5.6

ス１

6.8

8．５６

、

1０．８１

9L９５

70.22

2．４１

5．１５

2．４０

4．９５

市ノ|｜橋

(江戸川）

５５．ス８

1０．１９

１２．９

5６．２．８

２５５

１Z５

Z０

6.1

４
２
１
８

Ｚ
Ｚ
Ｚ
６

６
２
０
６

５
７
４
９

■
●

６
８
北
０
１
１

５２．９０

Z５８

１１．％

1４．７５

２
０
１
９

１
２
６
２
●
●

４
１
２
６

９
０
８
５

２
４
５
５

●
●

４
２
１
４



●

江戸１１１水系昭和５６年度

欝削鷲鷺艤に:寺に:：

存
量
、
素
ｐ

溶
酸
ｐ

Ｈロ
｛

1地“|年朋r'苧
２０

２４１．１:二|:二に語
浦安橋

（東京側）

（江戸111）

’１

5１．６ス５５１０７４１１８６．５４リ

,:;川！
0．４４

０．５９

2．９２

６．４４測:二|:二二:|:;|:二
浦安橋

（千葉側）

（江戸川）

５６．５．８

ス1８

１１．７

５Ｚ５．９ 1Ｗし４５１１２８6５５5．６８５．２８

２．０９

２２．４０

１０．９０

１５．０２

１０．４５

１．６８

２１．４o

z５６

１１．１７

1１９００１

１１．６６

２６．５４

２６．６８

８２０６

ａ４１ＺＯ’８．６５

１５．０

７８．７２

０．５

５５．２

６．０

１４８．９

１．５

２３．２

８０

０．２９

４．２２

１．１７

０．９５

１７Ｌ８６

６．５０

５４．４８

５４．２９

2．８３

１．８２

５．７５

５．７８

１．６８

２１．４o

z５６

１１．１７

1１．６６

２６．５４

２６．６８

８２０６

Ｚ１

６．７

Ｚ１

６．８

２１５

４．５４

８．５５

８．７０

今井橋

（東京側）

（江戸川）

1６．７４

１３，０

４８．００

５５．５２

2．１１

６．５７

２．１２

４．００

２．１４

４．９５

0．１６

１．２６

０．２２

０．６８

弘
茄
蛆
刈
一
％
匝

北
６
五
５
’
０
０

1．０２

６．１４

２．９１

２６７

1４．４６

１２６８

２２．４７

９２５９

２１５

６．１６

８．１７

２０８

２
８
１
８

●

Ｚ
６
Ｚ
６

16.0

26.7

14.4

８．６

今井，暦

（千葉側）

（江戸川）

０2．１４

４．９５::|:壬しＩ肺：
15.8

2ス０

ｔｒ

Ｏ

jLJJ
1６１．６5.0

７

0．１８ 54.29 25.2２９９１２．５１2．５１6．８１２９２１９４．０５１５－６５Z８

0．０２

００１

０．０５

６．５０

５１．５０

４６．２０

105.6

２ズ５

１５．６

4．５６

０．７４

５．８８

0．６８

５．１４

５．０６

1１．６６

１４．７５

，１５

1．１４

１．２９

５．５２

Z０

Ｚ１

Z７９

２２８

１０．１９

26.8

145

８．６ 6.8

－４５－



●

中川水系昭和５５年度

』

、

み

－４４－

地点名 年月日
水温

℃

Ｐ̄ Ｈ

溶存
酸素量
ｐｐｍ

塩分

ｐｐｍ

沃
消
Ｐ

素
費量
ｐｍ

０．０．Ｐ

ｐｐｍ

ＮＨ４－Ｎ

ｐｐｍ

葛西′｣、橋

(中）||）

８
９
Ｑ
（
己

１

Ｚ
０
２
２

．
１
１

０

５
６

，
５

５
／
し

25.8

￣

Ｚ０

6.8

ス２

1．１８

5．１７

5０１０００

9040.00

7１２９

２５６

1０．４７

1２５１

1．６６

6．０４

本奥戸橋

(中）||）

55．Ｚ８

1０１９

１２．９

5６．２．８

25.4

18.8

Ｚ２

８
０
－
０

ｄ
Ｚ

Ｚ

5．１７

2．９１

0．８１

40.14

25.16

4620.00

5．９９

２．５７

1５．１５

６
０
’
０

５
４

９
●
●

●

６
６

５１

肥
団
一
別

●
●

●

０
０

２

高砂橋

(中）||）

８
９
９
８

１

Ｚ
０
２
２

１
１

●

５
６

５
５

８
８
０
９

●
●
●
●

４
８
８
６

２
１

８
２
８
８

６
Ｚ
６
６

０
４
２
４

６
２
０
０

４
４
８
１

2２．５６

１２８９

２６．９６

1５５０，０

０
８
７
５

５
８
４
９

ａ
４
６
ａ
１

7L７９

６．２４

６．１８

1５．２５

飯塚橋

(中）||）

８
９
９
８

１

Ｚ
０
２
２

●
二
列
■
Ⅱ
０
几
０
０
０

●

５
６

５
５

Ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
ｎ
Ｕ
、
△

●
●
●
●

４
８
８
６

２
１

6.8

Ｚ５

６．９

ＺＯ

６
４
５
６

５
０
２
５

●

５
Ｚ
Ｑ
Ｚ

424.万

8．２７

2２．４６

２２７７

０

４．８９

５．８２

ZＯ５

８
６
２
５

５
５
８
９

Ｚ
ａ
２
２

８
８
１
７

２
２
７
１

●
■
■

０
０
０
１

中之橋

(綾噸川）

８
９
９
８

１

Ｚ
０
２
２

１
１

●
●

５
６

５
５

1８．８

ス５

’
８
’
８

●
●

６
６

’
５
｜
〃

１

●
●

０
０

0．７０

45.15

1２２１

１Z１１

1６．５２

1２２２

２田

5．１５

内匠橋

(綾頗)'１）

55．Z８

1０．１９

１２．９

5６．２．８

1ＲＯ

715

’
２
’
２

Ｚ
Ｚ

’
５
｜
別

１０
０

22.40

￣

61．ｌｊ９

２０．６６

8．８９

1８．７５

1２５８

２５２

5．８２



つ

中川水系昭和５６年度

ヨハ。

上
ノ

Ｕ②

且戸橋ｌス６．５．８１１２６

８１Ｚ８

つｌＬＪ

6-5.8

つＩＵ／

膏’５６．５．８１１９

８

８

ＪＩＵ／

〔
ノヨ

⑨

－４５－

地 点名 年月日

温水
℃

ｐＨ

溶存
酸素量
ｐｐｍ

塩分

ｐｐｍ

沃素
消費量
ｐｐｍ

０．０．，

ｐｐｍ

Ｂ-０．，

ｐｐｍ

ＮＨ４
－Ｎ

ｐｐｍ

８０
〃

４

ｐｐｍ

浮遊物

ｐｐｍ

葛西小橋

(中 ||）

３６．５．８

7rl8

1１．７

５Z５．９

1Ｒ１

2ス９

8.8

９
０
’
５

ｄ
Ｚ

Ｚ

幻
引
－
０
１

５
４

５

叩
印
一
叩

●
●

０
０

０

７
０

８
７
０

４８
１
１

3．２０

4．

２９４

６．１０

４．万

ス２０

蛆
Ⅳ

５６

２
５

６

朗
田
－
８
１２

０
０

278.78

5．００

1１９４．６６

０
１
’
０

●
●

８
４

２

４
９

１

６
２

１

56.5.8

Z1８

1１．７

5ス５．９

126

28.7

２２

７
７
’
８

●
●

６
６

６

０
８
－
２

２
１

３

●
●

２
５

０

5５．００

１６．１８

5180.00

距
乃
一
汐

●
●

、
二
つ
ニ

ロ
リ

１

5．０８

６．１４

1６．６９

５
２

８

６
０

７

●
●

●

２
８

６１

印
妬
｜
別

●
■

●

０
０

５

5．８４

25.５０

6５２５１

5．０

５Ｚ６

■_

局 砂橋

(中）||）

56.5.8

Z1８

1１．７

5Ｚ５．９

2Ｚ７

１５．６

Ｒ４

6.8

Ｚ１

6.7

５．６４

Z５９

０．０７

1４．８７

２１．０７

2130.00

７
０
１

６
９
９

い
Ｇ
●

５
４
５
２

5．２８

４．４８

２５．１２

6．１６

54.98

６
１
２

２
５
０

０
０
２

５２００

２２６６

546.89

241.9

5.0

7４．０

飯塚橋

(中川）

56.5.8

Ｚ1８

1１．７

５Ｚ５．９

７
７
４
４

℃

２
Ｚ
８
２

１
ワ
ー
１

９
８
５
０

６
６
Ｚ
Ｚ

６
４
２
２

６
８
０
５

●
■
●

５
５
８
１

1１．９４

１４．７５

１４．０４

７２７７

０
０
８
５

８
５
９
６

■
●
●
●

１
０
２
６

１
４
７
９

６
４
，
。
４

札
ａ
２
２

２１１

5．４４

19L９８

７
６
０
１

５
２
５
５

●
●
』
ｑ

０
０
０
１

１８．０５

４１．５０

２Z２６

４６.Ｑ７

０
０
’
０
４

５
０

４
５
＄

中之橋

(綾順川）

56.5.8

刀８

1１．７

３Ｚ５．９

’
６
６
０

Ｚ
５
０

２
１
１

’
８
９
６

６
６
６

８
７

８
４

２
０

０

１６．４８

４Z０５

5１７０．００

5．８９

４．５０

５ス２５

６
１
２

６
５
６

●
●
■

６
０
０

１
５

１０．１６

５Z８８

0．５７

１．９０

５．１５

1１０．００

25.08

５０５．９７

’
一
０
４
●
●

３
８

５
２
１

内匠橋

(綾噸jll）

56.5.8

Z1８

1１．７

５Z５．９

１２２

２６．４

１５．２

9L８

ス０

６，８

ＺＯ

Ｚ０

５
６
５

９
９
６

０
●
●

４
４
１

０

１２．０８

１Z５０

５Z９２

445.78

９
０
４
４

５
０
６
４

５
ａ
２
５
５

５
９
０
５

８
８
９
６

６
５
０
８
１
２

６
６
１
８

２
６
５
５

５
２
０
Ｚ
１
４

８
８
７
８

７
５
４
４

■
■
●
●

０
０
２
５

ロ

ヶ

１Ｚ８６

７４５０

５５．１４

１０Z８０

46.0

20Ｚ５

25.0

91.6



●

荒川放水路 昭和５５年度

ooDlITf五-二祠水温

℃

溶存

酸素量
ｐｐｍ

塩分

ｐｐｍ

754000

1970.00

4450.00

7250.00

沃素

消費量
ｐｐｍ

地点名｜年月日 ｐＨ

ｐｐｍｌｐｐｍ

５５．６．１４

Z２９

１０．１１

５６．５．２２

222

28.6

20.2

10.2

９
９
１
０

■
二

６
６
Ｚ
Ｚ

1．７１

０

２．４０

０．２４

６．４９

４１．４０

１．１５

１１．５７

1６．１６

１５．５３

３．９，

１２１２

Ⅲ
川
川
畑
一
０
Ｍ
Ｍ
川

５５．６１４

Ｚ２９

１０１１

５６．５．２２

2２５

２８．６

１２８

２８

９
７
０
０

６
６
Ｚ
７

日

５．５１

４８．０７

１．０２

５．２７

1６．１６

１０．５５

６．７２

１１．４６

小名木川

閏門

55.6.14

Ｚ２９

１０．１１

５６．５２２

222

28.7

6.6

6.8 :|郷：
1２２７

４０．５０

1８５８

１５．５５

1０．９１６．８ ０１６１５０．００ 2２８８１２２５４

新川水門 ５５．６．１４

ス２９

１０．１１

５６．５２２

５５．６．１４

Ｚ２９

１０．１１

５６．５．２２

５５．６．１４

Z２９

１０．１１

５６．５．２２

５５．６．１４

Z２９

１０．１１

５６．５．２２

２２８

28.5

20.0

10.1

９
７
０
０

６
６
Ｚ
Ｚ

2．８８

０

１．２８

１．１８

4840.00

510.00

5160.00

6990.00

０
８
８
５

７
７
８
２
９

０
０
２

小松川聞門 22.8

221

6.5

6.7 川::：
1２５５

５２７１

1Z７８

１Ｚ５１

1０．７ ZＯ 0．１７１６９４０．００ 1５．０５１１２４６ 4．５９

小松Ⅱ｜橋

（荒川）

2２５

28.6

20.2

１１．０

７
８
９
８

巳
●
△
●

６
６
６
６

０．４１

０

２５７

０．１４

4160.00

72000

2160.00

5970.00

1４．７７

５５．８７

５．５５

２５．４９

１８．５０

４４．８９

１１．２８

２１．７７

1６．９７

１４．６５

５．９２

２４７４

０．０５

５．９２

０．８９

５．４５

Ｐ

木下1117k門 224

28.6

20.7

11.0

21.9

28.6

川
州
朋
朋
一
川
印

0．５１

０

０．８１

０

5５５０００

860.0,

5060.0,

2720.00

1２５９

２１．０１

２５２

２２５８

仏

0．０８

６．５８

２．７１

５．６５

０．０１

０．５５

中）Ⅱ水門 5５．６．１４

７１２９

１０１１

５６．５．２２

0．４５

０．２８

１０７，．００

８６０．００

Z９９

１１．２４

1４．５４

１１．１４

1０．１１ＺＯ 0．１４ 4５６０．００１１０．９６ 2１．２２ ろ.４１

新四ツフk71喬

（荒川）

５５．６．１４

ス２９

１０．１１

５６．５．２２

2２．０

２８．６

１１８

１１．２

７
６
０
８

６
６
Ｚ
。

0．１７

０

２４４

０

1650.00

５１０．００

７２０．００

２４７０００

1８．５８

１４．９７

３７２

２１．６１

２１．０１

２２２９

Z９２

２７６２

0．２６

６．５８

１．０５

６．６６

-４６－



●

司菅嚴崖ZEl、仁戸上

「
Ｊ

Ｆ
』

Ｊｍｌ-℃ｏｍｌｕｐ

ｄＲ１Ｑ ]．』

貝９１１８ｿｂ－６E）ｌＤＱ･

【－－］
４２４０ロ

品

｢1０９rＬＣ

『
〕

つＩ’〃○
9４８０１４，８と０１ワロ

【〕

｡ 』

｢]Ｏ」)し

ヨフＭｺﾞﾋ｜｜ス５６１４

[］

６１]』

６Ｕ｡

8-［ ＯＣ

6．１４

【】

園引｜ス５６．１４ ８１１巳

，

【】

8１９

３’、

3．６４１４４巳

６１２６１１１４．０５

１
Ｊ

６．１４

「
－
Ｊ

Ｆ
」

ワフＩ「」 ４９１２

］’Ｃヨ

／｜
＿｣

－４７－

｜
頚
了
協
筒
引
引
矧
Ｊ
Ｅ
臘
制
則
剴
剛
望
：
型

ｉ
「
‐
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｌ
…

ロ Ｈ

６
６
８
８

●
●
●
●

６
６
６
６

６
５
８
７

△
ロ
グ
●

６
．
。
６
６

５
７
８
８

●
●
●
■

６
６
６
６

溶存
酸素量
ｐｐｍ

０

０

0．２２

０

０

０

２００

０

釦
４
Ⅶ
一
瓜
４
（
Ｕ

Ｚ
）
ワ
』
Ｒ
）

五
２
０
．

塩分

ｐｐｍ

2740,0

ろ３５．５０

２，０．００

4２４０００

０
０
０
０

０
８
０
０

●
●
●
●

０
４
０
０

皿
ね
“
刀

１
１

２０４５

１２７，

２１．５８

1１１０．００

沃素
費量
ｐｐｍ

4５．１９

９５．６５

１５．４０

５６．１５

９
４
７
２

Ｏ
Ｂ
９
９

■
●
●
■

〔
Ｕ
ｎ
〉
４
計
ラ
Ｏ

ワ
ー
“
４

ワ
』

６
４
０
５

１
８
５
９

５
５
４
２
２

Ｃ．Ｏ．Ｄ

ｐｐｍ

5０７１

44.89

１７５２

４２５０

１６．１６

と1．４９

Z７６

2２２２

24.

２５５

1２１６

５４．０２

西新井橋

(荒）||）

５５．６．１４

Ｚ２９

１０１１

5６．５．２２

2１．８

､５

1，０

１１．８

５
５
８
６

６
６
６
６

２
０
詔
川

２０
北
０

９Ｚ５０

８４．００

ス２４

290.00

1ズ１８

5４６１

5．２９

5０．７５

１１５９

２yＬ４５

Ｚ１２

28.02

江北橋

(荒)||）

芝111水門

５５．６１４

z２９

１０．１１

５６．５．２２

５５．６．１４

8.29

1０１１

３６．５．２２

８
５
５
７

■
●
Ｃ

ｆ
８
４
０

２
２
２
１

1２０

２６．２

２４６

１１．３

6.4

6.5

ス１

6.6

４
３
８
５

６
６
６
ａ

２
０
９
０

５
５
１
９
●

０
６
０

４
１
０
４

９
５
８
２

の
●
●
■

５
２
４
０

5２２６

66.11

4．９６

79L５５

1５．４９

１６．９４

Z４５

44.94

1Ｚ１７

４Ｚ７０

０２

1５．０１

４．６５

６．５５

Ｚｎ２

Ｑ１３

1８．５８

５１．８４

5．９２

2Z０２

８
５
８
４

０
５
２
３

８
２
Ｚ
８
１

新荒)||大橋

(荒川）

５５．６．１４

Ｚ２９

1０１１

５６５．２２

2１．６

24.4

１０２

６
’
１
０

６
Ｚ
Ｚ

机
｜
⑲
弱

２
Ｚ
０

1４．０８

Ｚ４９

22.47

5．３４

1．９２

２．１６

8．０８

5．９２

，２２



●

||召和５６年度荒ⅡI放71（略

。１戸．Ｏ･Ｕ〔）

ｚｌｆｄ二円１コ

等'二二二|＝
□

9790.11し

１４４０m「

ｎｎＯｎｎｒ
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Ｊ

戸
」

[】
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４
，

９（

Ｅｌｄｌｌ？円【】

【
〕

つイｌｎｏ

3］&8８。
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D

ＯＥ;:|；
１．６１／

!|： 』
9Ｕ[］

/Ｉ

JiLLJlL
□

４７１１１９

／

9０

６６

「
－
１
２

Ｆ
」

〕

Ｒ
Ｌヨ

「
２

Ｆ
」

４，分６１０．６

」

、
」
つ

Ｊ
Ｃ

「
］

Ｆ
」

〔】

Ｕ
－
３

釦
一
知

，Ｆ９
Ｑｌ１ｎＺＩ

「
－
Ｊ

Ｆ
１
‐
‐
‐
！
」

８１６

－４８－
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了闇jJ雛
４１Ｊ子〕〃LL：l(1品 ＬＶｒユ４

－Ｎ

Ｐｐｌｎ

ｎ６８

０､５０

２１５

点名

UTfitTTiiL
ｐｐｍ

１４．８０

３５９

２６６

℃
｜
川
川
畑

〔瀬水門

』4ｎＵＵ
－

４０．００
⑨

］｜Ｚ６．１１６

』ｊ１６．６４１１４

H
L-」弓７１~l(］【］

１Ｍ剛］

ＯＩＣ
ＬＬ（》（］

4．０６ａ５５ＵｌＺＵｌｌ６

:i:鵬:：
６．６１つ、１０ /’

○【
〕

P可

Ｌ」

Dｙ

９
４

【】

ＦＵ

Ｈ
Ｌ－

田

－４９－



●̄

昭和５５年度隅田１１１

沃素
消費量
ｐＰｍ

Ｚ１７

１５．２５

４．８８

６．５２

８．５４

１４．５０

８．２９

１５．５５

ＮＨ４－Ｎ溶存
酸素量
Ｐｐｍ

１．４７

０

;iil

０．０゜，塩分水偏
ＰＨ地点名｜年月日

ｐｐｍ

０

５．７８

１．９０

１．９０

０．，８

５．５０

２．７１

５．Ｑ２

ｎｎ８

２．０４

２．２９

ｐｐｍ

３．２０

１０．１１

Z５２

５．１７

ｐｐｍ

'２６５０．００

１１４００．００

１１８５０．００

Ｍ5１０．００

℃
｜
川
畑
川
肌
一
加
川
加
州

４
５
４
４

Ｚ
３
Ｚ
Ｚ

豊洲橋

(豊洲運河）

５５．６．１４

z２９

１，．１１

５６．５．１０

５５．６．１４

Ｚ２９

１０．１１

５６．５１０

５５．６．１４

ス２９

１０．１１

５６５．１０

勺

①

５．６５

１１．３，

１１．５２

Z４８

１１８８０．００

１２１２０００

９０００００

12050.00

0．５７

０．４２

０．１１

０．６４

４
５
２
２

Ｚ
７
７
Ｚ

相生橋

(晴海運河）

Ｚｎ２

４．９５

８２９

５．６５

８５２

１２５２

12170.00

12410.00

1,740.00

5．２１

０．１５

０．５０
４
５
２

Ｚ
Ｚ
Ｚ

２１．０

２Ｚ6

20.6

勝関橋
Ｏ

（隅田)||）

５５６．１４

ス２９

１０．１１

５６．５．１０

越前堀

1２５０

１４．７２

２５２

２．８２

4５．４２

１２５６

8１２０，０

７０５０００

０

０．４４

又
）
（
４

７
昨
『
人

2718

20.5

0．１５

５．６０

２．８２

４．８７

２６０

１４．２４

１５．１２

１０．１１

0．２２

０

０．６１

０．１５

1４．５１

２６．５８

１０．７７

２６．６４

０
４
１
１

Ｚ
７
Ｚ
Ｚ

９８００００

１０６６０．００

６６５０．００

１０７CO.、

21.2

2Z８

２０．５

１０２

永代橋

（隅田)Ⅱ）

５５．６．１４

Z２９

１０１１

５６．５．１０

５５．６．１４

Z２９

１０．１１

５６．５．１０

油堀）Ⅱ

水 門
９８０

２．７４

1８．０７

１４．７２

6００４

１２．５２

6480.00

6690.00

0

０．０２

ス２

Z１

母

2ス8

20.4

２６０

１５．２９

１５．９２

0．１５

６．８６

５．５５

14.51

52.02

15.５８

980000

7990.00

5720.00

0．２１

０

０．０２

０222

28.0

20.4

ＺＯ

ス２

z１

５５．６．１４

Z２９

１０．１１

５６．５．１０

)'１

門

８．８８

１４．８９

１５．９２

0．２５

５．６０

５．７２

９５８０．００

１１２１０．００

6240.00

2５．１７

２４．５７

１５．２５

２
５
０

Ｚ
Ｚ
Ｚ

０

０

０．１５

2１．６

２７K7

20.4

３５．６．１４

Z２９

１０．１１

５６．５．１０

５５．６．１４

Z２９

１０．１１
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２４．５２

日５７

O

２Ｚ１１

２
９
０
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ｐｐｍｐｐｍ℃
｜
川
川
加
川

1５４．４０１６００．０
貝
）
マ
ノ
凡
４
『
ノ

７
Ｊ
Ｒ
〕
Ｚ
）
プ
。

ｚ
》
４
「
人
４

1４．９１

２８．１８

６５．６４

５４．７１

￣￣￣

昭和橋

（目黒川）

18.59

20.52

5,.56

１２１６

０６５

０

１８．０１

５．０４

1．９９ ６６０．００

７７０．００

1540.00

14680.00

１
８
０
１

Ｚ
６
Ｚ
Ｚ

１
８
０
１

Ｚ
６
Ｚ
Ｚ

５６．４．２５

Z５

１０２０

５７１，９

1２１．５５ 1４．０0．５０

1８７５９ 7０．０7０

9４２．５４ 25.25．２２

1Ｒ６２４

４７，１５

５５６．０５

７４６．１１

１２．３２

Ｑ５２

１２７７

１２．５２

R０．０2５８０

１７０５

１６．７５

２２９９

2Ｚ６５

１４．７２

１４．２５

４．１４

1６．４４

１２．２０

１５．４１

５．５８

４０００．００

５０００．００

5520.00

15200.00

０

０．５０

１．９９

１．７６

1５．６

２４．６

２１．８

２８

〔
／
」
Ｚ
）
ｎ
Ｕ
つ
こ

う
ん
７
〈
７
〈
７
八

56.4.25

Z５

１０．２０

５ス１．９

橋天王
1２．５

1２．０

7４８

ス１１

５．５８

６．８５

５．７１

1Ｒ５８

０

１６．８２

２８．８０

56.78

55.61

55.18

２，５７

520.0２．４７

５．８５

１０．８０

ZＯ４

２８．４５

２０．５２

２６．６１

２６．０６

5２４６

５１．７１

５６．６２

４ス４５

朋
川
皿
凹
一
Ｍ
別
Ⅲ
Ⅱ

６
４
５
６
’
６
５
３
５

８
９
８
１

６
６
６
Ｚ

56.4.25

Ｚ５

１０．２０

３Ｚ１．９

６
０
８
４

●
■

５
７
－
２
Ｒ

１
２
１

大鼓橋
6Z５

(目黒川）
222.0

1２１２

1０．７２

０５８

１１．５５

３１４９

5１．９１

１５．４８

１６．４５

８ス５１

4．５９

５．０４

４．８７

８．４６

680.0

衆
6.09

5.50

3.65

5.98

4.55

0.70

0.62

5.６８

２
０
０
０

Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ

56.4.25

Z５

１０２０

５Z１．９

16.0

22.4

126

８．１

東仲橋
5２５

(目黒 ）

1５．０

８Z６

1１．２５ 480.025.81 6．５５2４．４２

１
０
２
１

Ｚ
ス
ズ
Ｚ

56.4.25

ス５

ｍ２０

５Ｚ１９

１８．２

２２．２

１２８

８．６

大和橋
1．６５ 1Z０5．８２1ス５２1５．１２

(北沢 ）
1５．０６8．４６ ＭＯ4８．５５1４．２５

2２．２７ 451.61０．９８7５．０８45.98

2２８５１１０４０．０5２７８ 6．７２６．４１

２Ｚ８０

５．７５

６．５７

５．２０

２．５８

２７１

５．９１

５４．４６５２４６

４８．２５

７２．８９

４５．９５

５８.６２

５５．１６

５２４６

５スリ５

２．５９

１．７７

５．２５

４．４５

９
８
４
８

●
●
●
●

６
６
６
６

56.4.25

Z５

１０．２０

５Z１９

1８．６

２５．０

１２７

１０．５

橋

）

大

（烏山
52.18 2．９６ 25.52４．５２ Ｚ６２

2５．８１4８．１９ 8．１８ 88.025.52

yＬ９１ ２ヌ１８１１４４．４5６．０２１１００５７

5．７０ 1４．４０１２０００5６．４７ 3ス６９
明治橋'5６４２５

０
８
６
８

Ｚ
６
６
６

16.9

22.2

127

'６

1．１５ 25.55．８１1６．４６1Ｚ４４ス５(蛇崩川）
20.54 1６．０2０１６ 4．１４１５．０１1０２０

6１．４４１１１２０7１．７９ 6．０５40.24
ろス１，９

1５６．５２5．４９ 80.0７７L６０
￣

金杉橋

（古川）

６１９１１６．５９８４０．００

１５０９７

１５１０００

１６１０００

2．５０

０．７６

０

５．０６

０
６
９
１

Ｚ
６
６
Ｚ

56.4.25

Ｚ５

１０．２０

５Z１，９

14.8

21.8

205

10.4

5．１５ 2６．８８０１１４．７２ 2５．０４

1９２．７７ 1８．０Ｚ８４1２７２１１１．１４ 2２５９

2５４．２４
－

２２２

４７０ ５５．６
－－

１１６０．０

５８．１４

４１，４４

２５．６１

4．６４１２４．５２

5．１５１５６．４７ ｙＬ９１56.805．５５稲荷橋'5６４２５１１５２１７１
1．１５Ｚ８０１２２７２ Z６２ 220２７L５７1．９９

「
Ｉ
４

Ｊ
□(古

6．５７軌５７１１５．７２１２Ｈ４０ ろz０４ Ｚ６２ 5８．０5９

ｎ
Ｕ
０

FT

L」

_｣三-１且’
Ｑｏ１ ２，弓５ｉ１４８．４8．６７１５４．４９ 60.,Ｐ５．１５

＝び－▼￣

１１１

6４



●

、

Ｏ△"｜淳

ぅｂｍｌｂｐｍｌＰＰｍｌＰＰｍｌＰＰＩＩｇ

３０Ｕ、Ｃ
ヱ１１１４Vq二

＆

3６．０

』

ヲ/20

1７１６

Ｌ；

尊

－６５－

地 点名 年月日

水温

℃

ＰＨ

溶存
酸素量
ｐｐｍ

塩分

ｐｐｍ

沃素
消費量
ｐｐｍ

０．０．，

ｐｐｍ

Ｂ･０．，

ＰＰＩ、

ＮＨ４

－Ｎ

ｐｐｍ

ｓｏ ４

〃

ｐｐｍ

浮遊物

ｐｐｍ

浜」Ⅱ橋

(立会)||）

56.4.25

7Ｌ５

1０２０

5Z１．９

２
２
４
０

４
２
０
２

１
２
２

１
８
９
９

Ｚ
６
６
６

￣

、．

1．１７

１．５４

６．０５

1６０００

47L５６

490.00

1５９０００

7【０７

０

1０．５６
８
４
５
２

４
４
４
９

。
●
●

岨
別
引
岨

5８．９５

５，８９

５５．４８

８１．５０

８
１
２
０

４
５
９
７

●
●
●
●

４
４
５
５

５１．８４

５Ｚ８６

４４．１６

5０１．４４

800.0

２０．５

88.0

７２．４

入道橋

(立会)||）

5６．４．２５

Z５

1０２０

5Z１．９

12.8

25.5

Ｗ(８

１０８

６
４
５
４

●
●
●
ｏ

６
６
６
６

９
０
５
５

８
５
９
８

●
●
●
●

４
２
４
５

５
４
２
１

７
９
５
９

●
●

５
８
日
０

５
４
６
７

３８．８１

１５．４１

5.27

7Ｌ５７

5５

２１５４

５２１０

４２８２

皿
印
皿
列
一

口
●
●
●

４
５
８
６

７
４
６
５

４
５
７
５

５
０
２
０

Ｚ
４
６
。

５
１
９
８

５
５
７
５
●
●

和
飢
孤
％

０
５
０
６

別
別
奴
奴

２
１

１



●
￣

呑川 昭和５５年度

＄

T２

ａ

⑳

－６６－

地 ノ有名 年月日

71（棉

℃

ＰＨ

溶存
酸素量
ｐｐｍ

塩分

ｐｐｍ

沃素
消費量
ｐｐｍ

０．０．，

ｐｐｍ

ＮＨ４－Ｎ

ｐｐｍ

水試前

(呑）||）

55．Ｑ６

1０．５

１１，５０

56.25

22.9

1'４

１１．２

5.9

２
０
２
５

７
７
Ｚ
Ｚ

４
９
５
２

２
０
４
８

●

０
ｔ
ｆ
５

424,00

551000

656,.00

10480.00

'２１．９６

１６．７４

4．５６

1１．１０

1５．６０

１８．４０

１５．７１

1５．８９

６
７
７
８

９
０
６
５

●
●
●
●

〃
○
（
色
Ｚ
）
ｚ
〕

堤方橋

(呑Ⅱ|）

５５．９Ｌ６

1｢15

11.50

5６．２．５

2２６

1２１

1１，５

6.2

6.8

Ｚ１

6.6

6.2
９
０
６
９

８
５
１
０

●
●
●
●

２
２
４
６

０５２５

６
１
５

１
８
０

●
●
●

四
妬
開

刑
印
缶
切

８
ａ
、
４
１

０
５
５
７

２
０
９
２

５
６
ａ
８

１
１
１
１

４
４
２
４

８
７
４
０
●
●

Ｚ
１
５
５

石）|｜橋

(呑）||）

55.,6

1０．５

１１．５０

5６．２．５

25.1

1２５

１１．７

7L２

Z２

６．８

７１

Ｚ２

5．１２

２６７

５．７９

５．７８

０
９
８
４

５
９
５
２

２
２
８
４

５
１
５
４

０
７
４
８

４
４
５

●
●
の

５
２
６
２

０
０
５
５

０
８
５
７

●
●
●
●
■

６
６
６
５

１
１
１
５

8．４０

1．７１

4．４８

Ｚ１１

呑）''7ｋ源

(呑）||）

5５．９６

1０．５

１１．５０

５６．２．５

2r１．６

１９L５

１４．０

8.6

Ｚ１

6.8

6.8

6.8

２
５
５
９

７
８
７
９

●
、
●

５
１
５
６

5４．４９

２２９５

５２０１

５５．１１

5．

０

2．５８

１７L７１

1６．１６

２１９２

5．５２

２５．８５

８
５
０
９

６
８
７
５

５
２
４
’
４

１

潮見橋

(|日呑)||）

５５．Ｈ６

1０．５

１１．５０

5６．２．５

25.7

1Ｒ７

１０．９

5.8

8.0

ス５

６．９

Ｚ２

０

1．１６

２１０

２．９５

760.00

5１１０００

４１４０，０

1１１１０．００

２０４．１０

１Z２２

5．７２

1５．５４

72.00

１Ｚ６０

22.

2２２４

０
４
５
７

４
２
６
９

●
●
●
●

２
２
４
２

２

55.26

1０５

１１．３０

5６．２．５

２
０
６
６

●
●

Ｓ

困
加
Ⅲ
６

９
７
４
０

６
６
６
Ｚ

６
０
５
５

９
２
２

０
２
４

０
０
６
０

５
０
７
０

●
Ｇ
●
●

６
０
５
０

８
０
７
５

α
２４

８
２
６
９

５
９
９
５

Ｚ
５
５
４

６
８
１
４

56.00

2R６０

１３．５２

５５．７５

岨
蛆
明

０１

●
●
■

、
３
４
５

5５．２６

1０．５

１１．５０

5６．２．５

2１．８

１８．０

１１．４

6.2

０
２
２
２

Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ

５
５
８
７

０
７
４
５

●

ａ
Ｚ
８
乳

叩
皿
弱
品

４
Ｚ
２
０

５
２
４
５

引
朋
糾
岨

●
●
●
●

８
５
０
０
２

１

1４．４０

１１．２０

１１．０７

２６．２２

1２．９９

1．６８

２．７４

５．９９

８
０
４
７

班
、
Ⅱ
８

２
５
４
４

Ｚ
Ｚ
Ｚ
７

８
８
０
４

８
１
０
５

●

６
Ｚ
８
２

０
８
１
８

９
６
１
２

ａ
４
４
５

２
１
２
２

６
９
０
７

０
８
５
２

４
北
１
２
１

加
釦
卯
明

２
Ｚ
６
０

旧
叫
品
Ｗ

●

２
１
１
２



●

◆

Ｑ

昭和５６年庭呑川

Ｏ･ＤｌＢ･０．， 〔）』’１麿溪ﾌﾞｶﾞﾋﾞﾖ

９Ｈ１醜 ＝￣冒圧

。ｐｍｌＰＰｍｌＰＰｍｌＰＰｍｌＰＰｍｌＰＰｍｌＰＰｎ

且

朝月．雁

輯

戸T￣=0１１」巴心目

]８１１４２５１２８０［

6Ｚ’１６．ソ１１６．Ｕ

ｿ６１入６６ 」。Ｉ１ｙ 6．Ｕ６
′

Ｆ１７４１４４．９ZＥＳｌｙＬ６０Ｉ４１．８６１４０．と９１１１２

－６７－

年月日

野白
7｢TTL

℃

ＰＨ

溶存
酸素量
ｐｐｍ

塩分

ｐｐｍ

沃素
消費量
ｐｐｍ

０．０．，

ｐｐｍ

Ｂ･ＯＤ

ｐｐｍ

ＮＨ ４

－Ｎ

ｐｐｍ

ｓｏ
〃

４

ｐｐｍ

浮遊物

ｐｐｍ

水試前

(呑）11）

56.4.25

7Ｌ５

1０２０

5ス１．９

14.6

25.6

2１．１

Z９

Z０

６．８

Z１

Z２

６
９
５
０

４
４
４
６

。
●
ｏ

ｆ
０
０
２

1１２０．００

690.00

5０１０００

10420.00
（
己
Ｒ
）
Ｒ
〕
Ｒ
）

１
．
（
Ｕ
〔
こ
「
ノ

ス
５
７
５

１

2０．４０

１５．０８

１２．６９

１１．８８

胡
乃
肥
羽

●
●
●

如
印
班
、

５
２
０
０

●
●

４
ろ

４
１
１
８
●
●

４
５

1８５．４７

１０７５１

４２０１０

5658.56

００

２ス０

6.0

1１２．４

堤方橋

(呑）||）

56.4.25

Ｚ５

1０－２０

５ス１．９

1Ｑ６
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